
－1－ 

            令和６年第１回川場村議会定例会会議録第１号             

 

令和６年３月６日（水曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第１号 

   令和６年３月６日（水曜日）午前９時００分開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（８番・９番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 陳情文書表について 

日程第 ５ 一般質問 

日程第 ６ 議案第 １号 川場村成年後見制度の利用を促進するための条例について 

日程第 ７ 議案第 ２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例について 

日程第 ８ 議案第 ３号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ４号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第１０ 議案第 ５号 川場村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議案第 ６号 川場村介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第 ７号 川場村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について 

日程第１３ 議案第 ８号 川場村指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第１４ 議案第 ９号 川場村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第１０号 川場村指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する基準並

びに事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について 

日程第１６ 議案第１１号 川場村敬老祝金条例の一部を改正する条例について 

日程第１７ 議案第１２号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改正す
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る条例について 

日程第１８ 議案第１３号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１４号 川場村営住宅管理条例の一部を改正する条例について 

日程第２０ 承認第 １号 専決処分の承認について（令和５年度川場村一般会計補正予算（第５

号）） 

日程第２１ 承認第 ２号 専決処分の承認について（川場村手数料徴収条例の一部を改正する条例） 

日程第２２ 議案第１７号 令和５年度川場村一般会計補正予算（第６号）について 

日程第２３ 議案第１８号 令和５年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て 

日程第２４ 議案第１９号 令和５年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２５ 議案第２０号 令和５年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２６ 議案第２１号 令和５年度川場村水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２７ 議案第２２号 令和５年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第２８ 議案第２３号 令和６年度川場村一般会計予算について 

日程第２９ 議案第２４号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について 

日程第３０ 議案第２５号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計予算について 

日程第３１ 議案第２６号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第３２ 議案第２７号 令和６年度川場村簡易水道事業会計予算について 

日程第３３ 議案第２８号 令和６年度川場村下水道事業会計予算について 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１０人） 

         １番  桒 原 達 也 君        ２番  千木良 澄 夫 君 

         ３番  宮 内 好 美 君        ４番  細 谷 市 衛 君 

         ５番  角 田 文 雄 君        ６番  丸 山 敏 雄 君 

         ７番  津久井 俊 雄 君        ８番  星 野 孝 之 君 

         ９番  黒 田 まり子 君       １０番  小 菅 秋 雄 君 

欠席議員（なし） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

    村     長  外 山 京太郎 君   副  村  長  宮 内   実 君 

    教  育  長  宮 内 伸 明 君   総 務 課 長  角 田 圭 一 君 

    住 民 課 長  安 藤 秀 昭 君   健康福祉課長  小 林   巧 君 

    む ら づ く り 振 興 課 長  戸 部 正 紀 君   田園整備課長  横 坂   徹 君 

    教育 委 員 会事 務 局長  布 施 伸一郎 君   会 計 管 理 者  春 原 久 代 君 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  今 井   忠     書     記  田 中 玲 子 
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◎議長挨拶 

○事務局長（今井 忠君） ただいまから、令和６年第１回川場村議会定例会が開かれます。 

 開会に当たりまして、議長から挨拶があります。 

○議長（小菅秋雄君） おはようございます。 

 定例会開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日、ここに令和６年第１回川場村議会定例会が招集されましたところ、議員各位には公私極めてご多忙のと

ころ、ご参集を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、今期定例会は、一般会計及び各特別会計並びに公営企業会計の新年度予算をはじめ、重要な案件を

審議する議会であります。議会といたしましては、提出される全ての案件に対しまして十分に審議を尽くし、村民の

要望を村の諸施策に反映すべく努力いたしたいと存じます。 

 議員各位には、適切な議会運営に努められますとともに、執行部のご協力をお願い申し上げまして開会に当たり

ましてのご挨拶といたします。よろしくお願いします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎村長挨拶 

○事務局長（今井 忠君） 続きまして、村長から議会招集の挨拶があります。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 皆さん、おはようございます。 

 開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日、令和６年第１回川場村議会定例会を招集いたしましたところ、小菅議長はじめ議員各位のご出席をい

ただきまして、ここに開催できますことを心から御礼を申し上げます。 

 元日に発生した令和６年能登半島地震、震災によって亡くなられた全ての方々に、ご冥福を心からお祈りを申し

上げます。また、被災に見舞われ、厳しい生活を送っておられる被災者の方々に、改めてお見舞いを申し上げます。 

 さて、今年１月２６日に開会した通常国会は、会期を６月２３日までの１５０日間とし、総額が過去２番

目の規模となる１１２兆円を超える一般会計予算案が審議をされております。医療や介護、年金に使う社会保

障関係費や防衛費も過去最大となり、社会保障費は高齢化で膨張が続き、前年度比で２％ほど多い３７兆７，

２００億円程度になると言われております。 

 令和６年度は、少子化対策を集中的に取り組む３年間の初年度に当たり、児童手当の所得制限撤廃などの

ための予算が確保され、防衛費は令和９年度までの５年間で、総額４３兆円に増やす計画に基づき、令和５年

度当初予算の６兆７，８８０億円から増えるとされております。 

 また、政治不信を招いた自民党派閥政治からの脱却のため、政治資金規正法、公職選挙法の改正など世論

を交えての議論が求められており、今国会は新たな政党政治について、大きな意義を持つものとされております。 

 さて、本定例会での提案案件は、条例の制定１件、条例の一部改正１３件、一部事務組合の規約変更１

件、一般会計及び特別会計の補正予算案６件、一般会計及び特別会計等の当初予算案６件、村道路線の
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認定１件、専決処分の承認２件、その他３件の合わせて３３件であります。 

 いずれの案件も慎重審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、本定例会招集の挨

拶とさせていただきます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎開会・開議 

   午前９時００分開会・開議 

○議長（小菅秋雄君） ただいまの出席議員数は１０名であります。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから令和６年第１回川場村議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において８番星野議員、９番黒田議員を指

名いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月１３日までの８日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月１３日までの８日間に決定いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（小菅秋雄君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 去る１１月２８日、東京都グランドアーク半蔵門において、群馬県町村議会議長会主催による群馬県関係国

会議員と町村議会議長との意見交換・懇談会が開催され、出席いたしました。群馬県町村議会議長会として国

会議員に対し、道路整備促進地域、保健医療対策の推進及び議員の待遇改善等に関する５項目を要望いたし

ました。要望の内容は、お手元に配付しましたのでご覧ください。 

 翌２９日には、群馬県町村議会議長研修会を行った後、ＮＨＫホールにおいて、第６７回町村議会議長全

国大会が開催され、出席いたしました。式典には、渡邊総務副大臣、石川内閣府副大臣など、多くの来賓から祝

辞をいただき、議事においては数多くの要望決議、特別決議が満場一致で決定しました。詳細につきましては、お

手元にお配りしましたのでご覧ください。 
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 その後、豪雪地帯町村議会議長全国大会が開催され、８項目が決議されました。 

 大会終了後、フリーキャスター・事業創造大学院大学客員教授の伊藤聡子氏による講演「地域から輝く日本か

ら、未来への選択と責任」が行われ、拝聴してまいりました。大変参考となる講演でありました。 

 去る２月２０日、群馬県町村議会議長会の定例総会が、群馬県市町村会館において開催されました。定期

総会では、全国町村議会議長会の町村議会表彰、自治功労者表彰並びに群馬県町村議会議長会表彰が行

われました。表彰を受けられた方々はお手元にお配りしてございますので、ご覧ください。 

 なお、議事では、令和６年度の事業計画及び一般会計予算等の議案が提出され、全て原案のとおり決定され

ました。 

 去る２月２６日付で、川場村監査委員から議長宛てに、定期監査及び行政監査の結果報告の提出がありま

した。報告書の写しはお手元に配付したとおりですので、ご承知願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 陳情文書表 

○議長（小菅秋雄君） 日程第４、陳情文書表についてを議題といたします。 

 お手元に配付してあります陳情文書表について、所管の委員会に付託し、十分に審議をお願いしたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） それでは読み上げます。 

 受理番号１番を産業振興常任委員会に付託いたします。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。それではよろしくお願いいたします。 

 受理番号２番を総務文教常任委員会に付託いたします。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。それでは、よろしくお願いいたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小菅秋雄君） 日程第５、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、発言を許します。 

 １番桒原議員。 

              〔１番 桒原達也君発言〕 

○１番（桒原達也君） １番桒原達也です。通告に従いまして、ふるさと納税制度によるほたかの里基金につ

いて質問させていただきます。 

 このふるさと納税制度は、２００８年、平成２０年４月、地方税法の改正によって５月からスタートいたしまし
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た。本村でも、平成２４年度から本腰を入れ、平成２４年度は１４件、１６０万円から始まり、平成３０年

度は１，３３２件、４，１５３万６，０００円。令和４年度につきましては、４，３４５件の納税者があり、

８，３５４万２，５００円。累計金額は３億５，３９４万円となっております。返礼品、ポータルサイト掲載

手数料、輸送料等を差し引きますと、４年度決算でほたかの里基金残高２億１，２９３万２３円。５年度分

は含まれていませんが、これを含めますと、３億円を超える額になると思います。納税件数も４年度末で、累計１

万４，０７３件の方々が川場村を応援してくださっております。 

 川場村のホームページでは、景観や自然保護などの地域振興のために使用されますとありますが、今のところ使用

実績がないように思われます。村長の公約でもあります全村民幸福の村となるよう、今後どのように使用していくのか、

お聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 桒原議員の一般質問にお答えをいたします。 

 まず、ほたかの里基金の設置目的でありますが、武尊山麓の豊かな自然の中で、先人たちのたゆまない努力によ

って育まれた川場村を次世代に引き継ぐとともに、ふるさとへの思いや川場村の村づくりに共感を持つ人々が、地域

づくりへ参加できるよう寄附金による基金を設置し、寄附金を財源としてふるさとの地域振興に資することを目的と

するというものであります。ほたかの里基金は、主にふるさと納税を積み立てております。 

 ふるさと納税の直近５か年の推移として、令和元年度が５，６６０万円。令和２年度が４，３４０万円、

令和３年度が６，３４０万円、令和４年度が８，３５０万円、令和５年度が２月末現在で１億４，１

００万円で、直近５か年総額３億８，７９０万円でありました。 

 一方、その基金を繰り入れて、条例でいう地域振興に次のとおりに役立てております。令和元年度は、ふるさと納

税特典経費分として１，７００万円。令和２年度は、ふるさと納税特典経費及び観光協会運営費補助金とし

て２，６００万円。令和３年度は、ふるさと納税特典経費として１，６００万円。令和４年度は、ふるさと納

税特典経費及び観光協会運営費補助金として３，３００万円。令和５年度は、ふるさと納税特典経費、観

光協会運営費補助金及び小中一貫校建設工事に合わせて、８，４００万円を充当しており、直近５か年総

額では１憶７，６００万円となります。 

 ふるさと納税特典経費としての内容ですが、村内特産品を返礼品として活用しており、中でも雪ほたかのお米や、

飲むヨーグルト、村内宿泊券やふるさと納税感謝券などは、返礼品として好評をいただいております。返礼品として

地場産品を活用することで、地域経済が潤い、地域振興の一助となっております。 

 観光協会運営費補助金については、農業プラス観光を村の施策と位置づける川場村にあって、観光振興の拠

点となる観光協会を育成、補助することは、将来にわたって川場村の村づくりを発展させる礎とも言えるものでありま

す。地域の観光振興や地域活性化を図るための組織として、観光協会のさらなる発展を望むところであります。 

 令和５年度には、新たに小中一貫校建設工事にほたかの里基金を充当いたしました。特色ある教育を目指す



－8－ 

川場学園開校により、若い世代がこの地域に定着し、さらに村外からの移住者を迎え入れ、少子化の進む現状を

打破し、子供たちの笑顔の絶えない村づくりこそが地域振興の根本と考えるからであります。 

 今後も、村民が幸福を実感できる村づくりのために、ほたかの里基金を有効に活用してまいります。議員各位に

は、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、桒原達也議員の一般質問の答弁といたします。 

○議長（小菅秋雄君） １番桒原議員。 

              〔１番 桒原達也君発言〕 

○１番（桒原達也君） 今、村長の説明を聞きますと、主に特典経費と返礼品。返礼品につきましてはこれは

決まり切っていることですけれども、そのほかに観光協会、あとは子供、小中学校の経費ですか。そのくらいにしか使っ

ていないように思われます。例えばそういう使い方でなくて、例えば議会で採択されております陳情箇所、これが現在

何か所、何十か所あるか分かりませんが、小規模で国庫事業、県単事業、これにも該当にならないような箇所を少

しずつ、この基金を使用して住民の要望に応えていくことが、きめ細やかな住民サービスにつながるつながり、やがて全

村民幸福の村につながるのではないでしょうかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） お答えを申し上げます。 

 今、ご指摘をいただきましたように、それくらいということじゃなくてしっかりやっていることでありますが、そういう中で、

３０％については川場村の返礼品として、各所各地場産品を使っている状況でありまして、また先ほど申し上げまし

たように、小中一貫校の建設が始まっておりまして、やはり川場においては、先人から築いてきた教育をしっかりやって

いくという中での今、建設工事でありまして来年４月１日に川場学園を開校しなければならない。そこに充当させて

いただいたところであります。 

 川場におきましても、今、職員が非常に頑張っていただいて、ふるさと納税も年々増えているところでありまして、令

和５年度におきましては、１億４，０００万を超えたということであります。 

 先日、群馬県内で、一番ふるさと納税の多い千代田町のほうに出向いて、町長をはじめ職員から聞いたところで

ありまして、そこは３０億のふるさと納税が入っているということでありまして、いただいたお話のように、そういった事業

にも充当したいというところでありますが、なかなかまだ川場においてはふるさと納税も先ほど申し述べた金額でござい

まして、これをしっかり、またもっと川場の魅力を知っていただいて、川場にふるさと納税をしていただくことを、いただい

てくれる方を増やして、またそこの金額等も伸ばしていきたい、こういうことは考えております。 

 そういう中でそういったところが増額をでき、しっかりと基金として蓄えができた暁には、議員が申されましたように、

今、小規模等でやっておるところ以外に、各地区の区長さんから上がってきた箇所等も大分あるわけでありまして、そ

れらを全て要望に応えられていない現状でありますので、前向きにそういったところにも手がけるよう、もう少しこのふる

さと納税の増額に向けてしっかり頑張っていき、基金を増額して充当していければと思っておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（小菅秋雄君） １番桒原議員。 

              〔１番 桒原達也君発言〕 

○１番（桒原達也君） もう１点ですけれども、このほたかの里基金を利用して、例えばこの新庁舎の東側、旧

ホテルＳＬ周辺の施設、担い手研修施設、ふれあいの家、かたるべつくるべの家、水車の家等かなり老朽化が進ん

でおります。廃墟のような状態だと思います。まして、水車の家の水車は朽ち果てて形もない状態。あのような危険

建物を公共施設と言えるのでしょうか。川場村みんなでつくる美しい村づくり条例、これは廃止になったんでしょうか。

村長。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 条例等は廃止にはなっておりません。そういう中で、特に今、ご指摘のとおり水車小

屋等には、別に廃墟になっているわけじゃなくて毎日、そば組合の方が使用はしているということは事実でありまして、

外見がああいうような状況になっておりますので、それについてはまた、早急に景観に配慮した修繕も今考えていると

ころでありまして、それはまた基金を使用するのではなく、違った形で考えていきたいということでありまして、再三言う

ようですが、そういうところに充当したいということは思っておりますが、なかなかまだ、基金等も少ない状況であります

ので、しっかり基金を充当して順次、緊急性の高いところに充当できるように頑張ってまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） １番桒原議員。 

              〔１番 桒原達也君発言〕 

○１番（桒原達也君） いずれにしても、川場村を応援してくださっている全国の納税者の方、また川場村民の

ために、ふるさと納税制度のほたかの里基金有効に使用していただきたいと思います。 

 以上で、質問終わります。 

○議長（小菅秋雄君） 以上で、１番桒原議員の質問は終わりました。 

 次に、９番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） おはようございます。通告に従いまして、防災行政について質問いたします。 

 まず初めに、能登半島地震では、多くの方がお亡くなりになりました。心からお悔やみを申し上げます。また、被災

された方々にもお見舞いを申し上げたいと思います。 

 能登半島地震から２か月がたちましたが、被災地ではインフラの復旧が遅れ、１万人を超える人たちが避難生

活を余儀なくされていると聞いております。被災された地域で、インフラ、産業、医療、介護、教育など、被災前の暮

らしを取り戻すには様々な問題があり、少子高齢化が進む過疎地だからこその復興の難しさがあるんだと、ひしひし

と伝わっております。そこで、川場村の防災行政についてお伺いいたします。 

 川場村も少子高齢化が進んでいる現状は否めません。地域防災力を高めるために、村民、地域、行政が一体

となって取り組まなければならないと思います。地域の防災力を高める取組について伺います。 
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 定期的な地域防災計画や防災ハザードマップの見直しについて伺います。令和３年３月に川場村地域防災計

画と保存用のハザードマップが作られ村民にも配られました。住民にとっては最新の情報が提供されることが望ましい

と思いますが、見直しについてはどのようにお考えでしょうか。 

 ２つ目の質問です。役場職員の防災訓練や避難所設営訓練について伺いたいと思います。災害が発生したとき

には、災害応急対策を円滑に進める職員の応急活動が重要と思われます。防災訓練や避難所設営訓練について

お聞かせください。 

 ③各地域の防災対策、自主防衛組織の設置について伺います。実際に災害が起きたとき、最初に自らを守る

自助、次に共助。頼りになるのは隣近所です。日頃の暮らしぶりがある程度分かり、地形などの地域の環境も分か

っている者同士が助け合えるのが重要だと思います。片品村では、全３２集落で避難計画を策定したと聞きました。

川場村では、天神地域で自主避難計画がつくられていますが、各地域の防災対策、自主防災組織の設置などに

ついては、どのようにお考えでしょうか。 

 ４つ目になります。川場村の地域防災計画では、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立として、

避難所における男女のニーズの違いと、男女双方の視点を十分配慮した防災を進めていこうとなっております。男女

共同参画の視点を取り入れた防災体制を確立するには、女性の視点を取り入れた避難所運営や、高齢者、乳幼

児、妊産婦などに配慮した避難所開設マニュアルも必要だと思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

 ５つ目です。小中学校の防災教育について伺います。川場村の小中学校は、コミュニティースクールとして、地域

住民や保護者との強いつながりがあります。地域と学校の連携による防災協力で、地域の防災力を高めることは、

大変大事なことだと思います。どのような防災教育を進めているのかお聞かせください。 

 ６つ目、観光危機管理の充実についてです。田園プラザは観光拠点ですが、同時に防災拠点として、防災時の

広域的な防災や復興復旧拠点として整備されています。実際には、村内の観光施設ではどのような危機管理を考

えているのかお聞かせください。３点あります。 

 防災対策について観光、旅行者に対する避難所あるいは避難経路などの経路などについての計画の周知につい

て、そして２つ目が、災害時における村内のホテルや旅館などの情報共有です。２点ですね。 

 そして、７つ目になります、⑦の質問です。高齢者世帯の火災報知器設置について伺います。消防法では、新築、

既存にかかわらず全ての住宅に住宅用防災機器の設置が義務づけられています。既存住宅についても、各自治体

の条例により、平成２３年６月から完全に義務化されました。火災報知機は、原則として寝室とあと廊下、階段

などに設置することとされています。しかし、高齢者にとっては、高所に設置しなければならず、難しい面もあります。

特に、独り暮らしの高齢者や高齢世帯では、ハードルが高いのではないでしょうか。高齢者世帯の火災報知器設置

については、どのようにお考えでしょうか。ちょっと項目が多いのですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 黒田まり子議員の一般質問にお答えをいたします。 

 川場村の防災行政についてのご質問でありますが、川場村では、令和３年３月に川場村地域防災計画を改訂
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したところであります。平成以降の防災計画の改訂は、昭和５８年に改訂されたものを平成１１年に、その後平

成２６年に改訂しております。令和３年に改訂された中では、新型コロナウイルス感染予防対策等が新たに書き

込まれ、より実情に近いものとなっております。 

 群馬県では、令和６年度から２か年をかけて、地震被害想定調査を行うこととしております。調査項目として、

建物被害、人的被害、ライフライン被害、避難者及び帰宅困難者数、経済被害等が考えられると言われておりま

す。その数値を群馬県地域防災計画に反映することともされておりますので、その結果を踏まえて、県防災計画に

沿った川場村地域防災計画にしていきたいと考えております。ハザードマップにつきましても、分かりやすさを向上させ、

災害リスクや適切な行動が、誰でも簡単に理解できるよう改訂していきたいと考えております。 

 次に、役場職員の防災訓練や避難所設営訓練についてでありますが、令和２年３月に防災訓練を実施するこ

とで進めていたところ、新型コロナウイルス感染症の流行により、外出自粛等の措置が取られ、急遽、村民を対象と

した木炭の配布訓練を実施したところであります。昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に引き下げられたこ

とから、令和６年３月に訓練を実施することで計画をしているところであります。訓練は、災害時に迅速かつ適正に

行動するため、非常に重要であると考えております。万が一の災害時では、役場職員だけでは対応がおぼつかないこ

とも考えられますので、ぜひ議員皆様にも訓練に参加していただきたいと考えておりますので、その際はよろしくお願い

をしたいと思います。 

 川場村地域防災計画の中では、各集会施設が指定避難所となっております。令和２年度は、地区住民はもち

ろん、村外の方でも避難所と分かるように、集会場に避難所を表す看板を設置をいたしました。令和４年度には、

発電機とＬＥＤのバルーン投光器を各地区に配備をいたしました。区長さんを中心に、消防団、民生委員さんなど

関係する皆さんが、万が一の災害時の対応を協議する場面も持たれるよう、村として地区に働きかけ、地区イコール

自主防災組織との認識を再確認し、地域全体での協力体制を構築していきたいと考えております。 

 女性視点の避難場所開設マニュアルについては、川場村地域防災計画の中で、高齢者、障害者、妊産婦等、

要配慮者へ配慮すること、男女のニーズの違いに対する配慮として示されておりますが、マニュアルとしては整備をされ

ておりません。群馬県が作成した男女共同参画の視点からの防災ノートには、避難所のレイアウト例であったり、女

性用品、介護用品などの備蓄チェックシートがあり、避難所開設に活用できるものがありますので、こちらを有効に活

用してまいります。 

 災害時に必要なものは、人それぞれ違います。村の備蓄品にも限りがあります。自分や家族に必要なものは、日

常から準備するよう、村民皆様に広報等を通じて理解を得ていきたいと考えております。 

 小中学生の防災教育についてですが、安全教育の一環として、一つは防災に関する基礎的、基本的事項を理

解し、思考力、判断力を高め、働かせることによって、防災のための適切な意思決定ができるようにすること。もう一

つは、当面しているあるいは近い将来に予測されている防災に関する問題を中心に取り上げ、安全の保持、増進に

関する実践的な能力や態度、さらには望ましい習慣を形成することという２つを目標に掲げ、相互の関連を図りな

がら、児童生徒の発達段階に応じて、各教科等において系統的、計画的に行っております。なお、防災管理という

面からは、小中学校ごとに防災マニュアルを作成し、それに基づいて地震や火災を想定した避難訓練を計画的に実
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施し、適切な行動が取られるかどうかや、安全措置が取られる体制であるかどうかなどを点検をしたり、防災意識の

高揚に努めたりしているところであります。 

 観光危機管理の充実について。１つ目の防災対策について、観光旅行者に対する避難場所、避難経路など計

画や周知についてですが、現状、村では、観光客に特化をした避難経路、避難場所の設置や案内などは行ってお

りません。川場村を訪れる観光客は年々増加傾向にありまして、令和５年度も３００万人に達する見込みであり

ます。その中でも、入込客数が２５０万人を超える道の駅田園プラザ川場は、防災道の駅にも選定をされておりま

す。大型避難施設である川場ルーフや災害時緊急ヘリポート、防災備蓄倉庫等を整備をしておりまして、村の防災

計画における指定緊急避難場所にも指定されていることもあり、村民だけでなく、観光客の緊急避難場所として重

要な位置づけとなっております。 

 こういった位置づけや機能を、村民や川場村を訪れる観光客に対し、ホームページなどを活用して目につきやすく、

また分かりやすい表示の方法を考えていく必要があると考えております。 

 次に、災害時における村内のホテルや旅館などの情報共有についてですが、通常、大きな台風や地震などの発

生に際しては、公共施設や観光施設について個別に連絡を取り合って、被害の有無や状況を確認したりしておりま

す。円滑で効果的な情報提供や情報収集を考えますと、現状では不十分な状況が想定される場合がございますの

で、村と事業者あるいは事業者同士で情報が共有できるような仕組みをつくり、観光協会や商工会と連携をしな

がら検討していきたいと考える次第であります。 

 高齢者世帯の火災報知器設置についてでありますが、平成１６年に消防法の改正が行われ、戸建てを含めた

全ての住宅において、住宅用火災報知機を設置することが義務となりました。段階的に、平成１８年に全ての新

築住宅への設置が義務化され、既存住宅にも順次義務化が進み、平成２３年からは全国全ての住宅が対象に

なっております。住宅用火災報知器が義務化された背景には、逃げ遅れによる死者の数の多さが一つの要因として

ありました。令和３年度版消防白書によると、火災による全体の死者数のうち４６．９％が逃げ遅れであったと

発表されております。また、高齢者の逃げ遅れも火災による死者数に影響していると考えております。総務省消防庁

によると、火災による死者数の６０％以上が６５歳以上の高齢者であると発表されております。 

 火災報知器は、火災から自身や家族の命を守るため、設置するものであります。取り付けなかったとしても罰則が

あるわけではありませんが、火災報知機を取り付けることにより、逃げ遅れによる死者数が減少することが判明してい

るため、村内全ての住宅に火災報知機の設置を推進することが重要であります。 

 高齢者世帯につきましては、現在川場村では、各地区の民生委員の皆さんや包括支援センターの職員が、独り

暮らし、二人暮らしの高齢者の家を訪問し、身体の状況や状態や困り事の相談、家で変わったこと等の見守りを行

い気づいたことについて、役場担当者や社会福祉協議会報告していただいております。 

 今後、さらに高齢化が進むことを考慮し、住宅には、住宅用火災報告時期が必要だと考えられますので、民生

委員の皆さんの力をお借りしながら、普及啓発に努めていきたいと考えております。 

 議員皆様方におかれましては、引き続きご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、黒田まり子議員の一般

質問の答弁とさせていただきます。 
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○議長（小菅秋雄君） ９番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） 多岐にわたる質問に、ご丁寧にお答えいただきありがとうございます。 

 川場村で立派な地域防災計画ができておりますが、それはもう紙でできているだけで、まだ本当に生かされてない

のではないかと心配しておりました。地震、災害がないことが一番で、防災計画が使われないことが一番ですが、何

が、いつ何どき何が起こるか分からないと思いますので、防災訓練とか避難所の設定をどうするかというのを、ぜひ村

民も一緒に考えていくことが一番だと思います。自助、共助、公助、ちゃんと３つが連携して、川場地域全体の安

心安全につながることを祈っております。 

 再質問ですが、質問の最後の高齢者世帯の火災報知器の設置についてお伺いします。民生委員の方々と職員

の方が見回りしてくださっているということですが、高齢者、それから独り暮らしの方にやっぱり、もう少しこういうのが必

要だよということも必要なんですけれども、支援を、もう少し力強い支援が必要ではないかと思います。火災報知器

をつける場合には何％補助するとか、つけるときには誰かが立ち会って一緒につけてくれるとか、そういう仕組みがある

とより進むのではないかと思います。全国、でやっぱりお年寄りが焼死する例が本当に増えておりますので、その辺を

ちょっとひとつ考えていただけないでしょうか。お願いします。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ご指摘いただきましたように、防災訓練と先ほど申し上げましたように、コロナ禍によっ

て計画が未計画のままでありましたので、今年度、３月が最終年度で１か月でありますが、防災訓練等をまず職員

からやっていこうということでありますので、先ほど申し述べましたように議員皆様にもご協力をいただいて、しっかり第

１回目をやって、徐々に広げていければと思っております。 

 高齢者世帯の火災報知器の案件でございますけれども、まずは、１人世帯、２人世帯の高齢者世帯の実態を

把握をしなければならないということでありますので、先ほど申し上げましたように、まずは民生委員さんまた社会福祉

協議会等にお願いをして実態を把握をしながら、設置率等も勘案しなければならないということでありますので、その

上でご指摘のように、前に進むような施策をしていければと思っております。 

 特に、先ほど申し述べましたように、高齢者の逃げ遅れ等の焼死等が顕著にあるわけでありますので、そういったと

ころを未然に防ぐためには、まずはそういう、火災報知機等の設置を施していきたいということでありますが、まだ実態

を把握していないところでありますのでそこから始めて、また施策を前に進めていければと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ９番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） よろしくお願いします。そして一番大事なのは、地域全体が一丸となって取り組むとい

うことなので、例えば、ハザードマップを利用した訓練を、地域であるとか地域の住民がそのハザードマップにもう一つ自

分たちの考え、アイデアを入れていくだとか、そういうワークショップを開くというのも一つの手ですし、また、先ほどお話し
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した女性の視点を取り入れた避難所での開設マニュアル、それについても地域の女性が一緒になってマニュアルをつく

るとか、そういう形で、村民また子供たちも含めて、学校の生徒さんたちも含めてみんなで参加するような防災対策が

取られていくのが、本当の意味での自助、共助、公助につながるのではないかと思いますので、ぜひ村民が参加する

形の防災ワークショップ等を開いていただけたらと思います。そういうワークショップ等を開くということは、かなり今現状

ではなかなか難しいことでしょうか。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 開くということでは、開いた後のことをしっかり、計画を踏まえてやらなければならないと

いうことでありますので、いろいろ計画をつくったところで終わりでなく、つくったものをいかに活用するかということが大事

でありますので、ワークショップを開けばいいということではなくて、開いた上でのやはりそれを反映しなければならないと

いうことでありますので、しっかり計画を持ってやらなければならないということでありますので、早急にワークショップをや

るというのではなく、しっかり計画を持って行うということを進めていければと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ９番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） いずれにしろ、計画ができておしまいということにならないように、実践に対応できる防

災対策が取られることをお願いして、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） 以上で、９番黒田議員の質問は終わりました。 

 次に、２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ２番千木良澄夫です。通告により質問をさせていただきます。 

 まず１月に発生しました。能登半島地震において、被害に遭われました方に、お悔やみとお見舞いを申し上げま

す。 

 それでは、建物の耐震化対策についてお伺いします。令和６年１月に発生したマグニチュード７．６、震度７の

能登半島地震は、家屋倒壊や土砂災害、津波などにより甚大な被害をもたらし、２４０人を超える方々がお亡く

なりになりました。多くの方々が倒壊した家屋の下敷きになり、貴い命を落とされましたが、家屋被害については、新

耐震基準を満たしている建物は倒壊を免れ、耐震補強がなされていなかった古い木造住宅に被害が集中した可能

性があると、専門家は分析をしております。 

 ２９年前になりますが、平成７年１月の阪神淡路大震災でも、地震により多くの貴い命が奪われ、住宅や建

築物の倒壊など甚大な被害が発生いたしました。このうち、地震による直接的な死者は５，５００人以上に上り、

さらにこの約９割の人が住宅や建築物の倒壊が原因となるものでした。 

 阪神淡路大震災や東日本大震災などの震災が多発する中、川場村においても建築物の地震対策の重要性を

認識し、川場村耐震改修促進計画を見直しし、令和３年から７年までの５か年計画、第２期耐震改修促進計
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画が策定されました。その計画の中の令和２年の状況では、川場村内で耐震性が確保されている住宅は９４４

棟で、耐震化率６４．９％でした。残りの５１１棟、比率では３５．１％は耐震性に不安がある建物となりま

す。耐震改修促進計画に基づき、地震による建築物の倒壊等から村民の命を守るための対策を進めていく必要が

あります。そこで、今まで行ってきた事業や支援策についての進捗状況をお伺いします。また、直近の能登半島地震

を教訓とし、建築物の耐震化向上のための施策や支援措置について、今後どのように進めていくのか、考えをお伺

いしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 千木良澄夫議員の一般質問にお答えを申し上げます。 

 ご質問の耐震化対策についてですが、令和３年３月に第２期耐震改修促進計画を策定し、現在に至っており

ますが、年始に起こった能登半島地震をはじめ、その都度、どのような対策を講じてもそれを上回る災害が多く、甚

大な被害が後を絶ちません。今回の被害が大きくなったのは、地盤の隆起、住宅の倒壊による道路の寸断、液状

化現象による下水マンホールの浮上、水道管の断絶等により人命救助の７２時間の壁の妨げとなってしまいました。 

 石川地域は、以前から地震の危険性をささやかれていたようでありますが、川場村におきましても片品川左岸断

層も近く、地震を想定しますと、マグニチュード７．０とされております。この地震が起きたと仮定し、群馬県地震被

害想定調査によれば、川場村の人的被害は死者０．２人、負傷者３．９人、避難者２４．７人、物的被害

につきましては、建物（全半壊）が３３．１棟、火災ゼロ件、焼失棟数はゼロ棟。さらに、ライフラインでは、水道

の断水世帯が９４．１世帯、下水道被災人口が６６．５人、電力停電率は０．０９２％。電話不通回線

数はゼロ回線と想定されております。 

 しかしながら、川場村における住宅の棟数は約１，４５０棟ほどありまして、このうち耐震性が確保されている

住宅は、昭和５６年以降の建築の住宅を推測しますと１８３戸、昭和５７年以降建築の住宅は７６１棟、

合わせて９４４棟となり、耐震化率は６４．９％となっております。しかしながら、不安がある住宅は５１１棟存

在しており、３５．１％にも達しております。 

 川場村といたしましても、これらの対策を１つずつ解消していきながら、安心で暮らしやすい川場村になるよう、一

層の村づくりに取り組みたいと考えております。また、建築物の耐震化向上のために、施策としては平成２４年度よ

り、木造住宅耐震診断者派遣事業を実施してまいりましたが、実績としては令和３年度に１件のみとなっておりま

す。広報等を通じて村民に改めて周知をしたいと考えております。一方、平成２５年度には、住宅リフォーム助成事

業に着手をし、現在も継続して助成をしております。令和５年度の事業や支援策については、耐震診断者派遣事

業の３件分予算計上しておりますが、実績はゼロ件。住宅リフォームについては、２月末をもって１２件延べ１７

２万５，０００円の申請がされております。今後においても、補助事業は継続していきたいと考えております。 

 また、建築物の耐震化向上のため、施策や支援措置については、今後の能登地域の復興に合わせた国からのガ

イドラインや通達を参考に、次期促進計画の見直しや支援事業を検討してまいりたいと思います。 

 議員各位におかれましても、特段のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、千木良澄夫議員の一般質
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問の答弁といたします。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ご答弁ありがとうございました。今、お話にありますように、木造住宅の耐震診断者派

遣事業が１件ということでございます。また、住宅リフォームを行っているということで、なお住宅リフォームについては、

全ての建物がリフォームによって耐震化されるということではないのかなと思いますが、リフォームを行うことによって耐震

化がされたものもあるぞというような認識でよろしいかなと思います。個人所有の住宅や建物につきましては、行政が

直接の耐震改修等はできませんが、村民が地震対策の重要性を再確認して、また認識するためにも、一歩踏み込

んだ啓発活動や対策、支援策の見直しが必要と思われますが、これにつきまして再度、具体的な対策についてお考

えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 先ほど申し上げましたように、今回の能登半島地震等によって、国等も頻発をする地

震に対しての強化、対策を強化しなければならないということでありますので、多分国のほうでしっかりとしたガイドライ

ンを定めて、また県を通じて通達をしていただけると思っておりますので、そういったところを踏まえて、今後、川場として

もなかなか、災害はやはりあってはならないことでありますけれども、なかなかやっぱりそういったところに行かない状況

でありますが、今回能登半島の大きな甚大な被害があり、また最近では千葉県を中心とした地震等も発生をしてお

ると、こういうことでありますので、国、県のガイドラインの下において、村としても計画等をしっかりとやっていければと思

っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。実際に地震が起きたときには、公共的な建物である体育館

や集会場が、村民の一時避難所として指定されておると思います。これらの中で、先ほどの耐震化計画に、すみませ

ん、先ほどの川場村耐震改修促進計画、この中にございます耐震化されていない公共的な建物の安全性について、

今後どのような対策を行っていくかお伺いしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 各地区が、８地区の集会場が避難場所として想定をされておりますが、建築年数

からいくと、谷地、生品が古い建物であるかなと思っておりますが、各地区の集会場でありますので、各地区でそこの

改修等また検討していただいているのかなと思っているところでありますが、そういった中でまた要望、要請があれば、

検討しなければならないと思っておりますが、ただ、従前のように生品、谷地以外は、時のいろいろな補助金、助成

等によって建築できた時代でありますが、あれから大分経過をしておりまして、ああいったような集会場改修等の補助
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金等は考えられない状況でありますが、調査研究はしなければならないということでありますので、地区の要望、要

請によって、その辺は踏まえていきたいと思っております。 

 また川場において、社会体育館が耐震をやっていないという状況でありまして、そういった中で、役場庁舎がそれ以

上古かったわけでありますが、新庁舎に移行ができたということでありますので、今後は第一優先に考えるのは、社会

体育館をしっかりと改修しなければならないということでありますが、多額の費用がかかるわけでありまして、財源等の

確保もしなければならないと、こういうことでありますので、そういったところを踏まえて、また計画に組み入れていきたい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。災害はいつどこで起こるか分からず、誰もが被災者になる可

能性があり、重要なのは事前の対策だと思います。地震対策の勉強会、またチラシの配布、講演会の開催などソフ

ト事業として取り組めることはたくさんあろうかと思います。村民の生命と財産を守るため、さらなる積極的な事業対

策を進めていただきますようお願いを申し上げまして、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） 以上で、２番千木良議員の質問を終わりました。 

 ここで暫時休憩を取りたいと思います。 

 １０時１５分まででございます。 

   午前１０時００分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午前１０時１５分再開 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第１号 川場村成年後見制度の利用を促進するための条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第６、議案第１号 川場村成年後見制度の利用を促進するための条例につい

ての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１号 川場村成年後見制度の利用を促進す

るための条例について、提案説明を申し上げます。 

 川場村成年後見制度の利用を促進について、成年後見制度の利用を促進に関する法律の趣旨にのっとり、そ

の基本理念を定め、村の責務を明らかにするとともに、村における成年後見制度利用促進に係る基本的な計画を

策定すること等により、成年後見制度の利用の促進に関する施策を推進するため、新たに、川場村成年後見制度

の利用を促進するための条例の制定を行う必要があることから、提案するものであります。 

 慎重にご審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 
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○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） これで討論を終わります。 

 これより、議案第１号 川場村成年後見制度の利用を促進するための条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第７、議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、成年後見センター運営協議会委員を非常勤特別職に加え、日額４，００

０円とするものであります。 

 なお、今回の条例改正案につきましては、去る２月２６日に開催されました特別職報酬等審議会に諮問し、了

承を得ていることを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例についての件を採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第３号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

○議長（小菅秋雄君） 日程第８、議案第３号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第３号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 従来、職員の年次休暇については、１月１日を基準として年単位で付与されておりましたが、これを４月１日を

基準とした年度単位とするものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第３号 川場村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例についての件を

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第４号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第９、議案第４号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 
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              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第４号 川場村会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例について、提案説明を申し上げます。 

 会計年度任用職員の期末手当について、令和５年度の人事院勧告により、１２月の期末手当の支給率を１

００分の１２５といたしましたが、令和６年度からは、支給率１００分の１２２．５とするものであります。 

 よろしくご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第４号 川場村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第５号 川場村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１０、議案第５号 川場村国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第５号 川場村国民健康保険税条例の一部を

改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が、令和６年１月２６日に

公布されたことに伴い、関連する川場村国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

 主な改正点でありますが、後期高齢者支援分の課税限度額が２２万円から２４万円に改定されました。また、

所得の判定基準が見直され、所得が少ない世帯に対する軽減対象が拡大されるよう改正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２２日に開催されました川場村国民健康保険運営協議会に諮問し、承

認をいただいておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明とさせていた

だきます。 
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○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５号 川場村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第６号 川場村介護保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１１、議案第６号 川場村介護保険条例の一部を改正する条例について

の件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第６号 川場村介護保険条例の一部を改正す

る条例について、提案説明を申し上げます。 

 平成１２年度からスタートいたしました介護保険制度でありますが、介護保険法に基づき、それぞれの市町村ご

とに３年を一つの区切りといたしまして、介護保険事業計画等の見直しをすることとなっております。 

 今回、９期目の事業計画の見直しに伴いまして、令和６年度から８年度までの３年間にわたり、第１号被保

険者であります６５歳以上の方から徴収をする保険料の改正を行うものであります。今回の改正では、基準額とな

ります第５段階の保険料を、これまでどおり年額９万１，２００円と据え置き、介護保険法施行令の一部改正

により、保険料の段階を９段階から１３段階とするものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 
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○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第６号 川場村介護保険条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第７号 川場村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１２、議案第７号 川場村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第７号 川場村指定居宅介護支援等の事業

の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案説明を申し上げます。 

 本案件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の改正に

伴い、基本方針、従業者の人員、内容及び手続の説明及び同意、指定居宅介護支援の具体的取扱い方針、

掲示、記録の整備等改正及び文書の整理等を行う必要があることから、提案するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。４番細谷議員。 

              〔４番 細谷市衛君発言〕 

○４番（細谷市衛君） １件、ちょっと確認をいたします。指定居宅介護支援者、支援事業者は、利用者に対

する指定居宅介護支援の提供に関する次の各自を上げる。記録を整理し、その完結日から５年間を保存しなけ

ればならないという改正前は５年間という形になっているんですが、改正後は今度２年に縮まっています。これに対

しては、協議会では何も質問が出なかったんですか。ちょっと教えていただければと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 巧君発言〕 

○健康福祉課長（小林 巧君） 細谷議員にお答えいたします。 

 先ほど言われました件については、質問がございませんであります。国からのいろんな改正が今回盛り込まれており

まして、その関係で５年から２年になったということに関しては、ご質問がありませんでした。 

○議長（小菅秋雄君） ４番細谷議員。 

              〔４番 細谷市衛君発言〕 
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○４番（細谷市衛君） これは、国で５年から２年という形で、改正があったわけですか。 

○議長（小菅秋雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 小林 巧君発言〕 

○健康福祉課長（小林 巧君） そのとおりでございます。 

○議長（小菅秋雄君） ４番細谷議員。 

              〔４番 細谷市衛君発言〕 

○４番（細谷市衛君） 分かりました。国からの改正でしたらやむを得ないかなと思います。でもやはり、記録を

整理し、やっぱり期間としては、５年ないし７年ぐらいのやっぱり記録を保存するのがいいのかなと思いますけれども、

国からの改正ですから、それはやむを得ないかなと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第７号 川場村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第８号 川場村指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１３、議案第８号 川場村指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に

関する基準並びに事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を

議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第８号 川場村指定地域密着型サービスに係る

事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について、提案説明を申し上げます。 
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 本案件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の改正に

伴い、定期巡回・随時対応型訪問介護看護従事者の人数、管理者、指定定期巡回、随時対応型訪問介護、

看護の具体的取扱い方針、掲示、記録の整備、協力医療機関との連携体制の構築等、各サービスの種類に応じ

た改正及び文言の整理等を行う必要があることから提案するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第８号 川場村指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第９号 川場村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１４、議案第９号 川場村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第９号 川場村指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について提案説明を申し上げます。 

 本案件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の改正に

伴い、従業者の人数、管理者、内容及び手続の説明及び同意、利用料等の受領、掲示、記録の整備、指定介

護予防支援等の具体的取扱い方針等の改正及び文言の整理等を行う必要があることから提案するものでありま
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す。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第９号 川場村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 議案第１０号 川場村指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する

基準並びに事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１５、議案第１０号 川場村指定地域密着型介護予防サービスに係る事

業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を議題とい

たします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１０号 川場村指定地域密着型介護予防

サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、

提案説明を申し上げます。 

 本案件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の改正に

伴い、管理者、掲示、記録の整備、指定介護予防認知症対応型通所介護の具体的取扱い方針、協力医療機
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関等の改正及び文言の整理等を行う必要があることから、提案するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第１０号 川場村指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する基準並び

に事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議案第１１号 川場村敬老祝金条例の一部を改正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１６、議案第１１号 川場村敬老祝金条例の一部を改正する条例につい

ての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１１号 川場村敬老祝金条例の一部を改

正する条例についての提案説明を申し上げます。 

 川場村では、高齢者の長寿を祝い、敬老の意を表し末永い健康を願い、祝い金を支給しております。平成１５

年には、国民の祝日に関する法律が改正され、敬老の日が９月の第３月曜日に変更されました。今回、川場村

の敬老祝い金の支給の時期を見直し、未支給祝い金の遺族への支給を明確化するほか、字句等所要の見直しを

することから、川場村敬老祝金条例の一部を改正するため提案するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第１１号 川場村敬老祝金条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 議案第１２号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改

正する条例について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１７、議案第１２号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使

用料条例の一部を改正する条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１２号 川場村行政財産の用途又は目的

外使用に関する使用料条例の一部を改正する条例につきまして、提案説明を申し上げます。 

 本条例に規定しております道の駅川場田園プラザ内の各施設につきましては、平成５年建築のミルク工房をはじ

め、ほぼ全ての施設が建築後２０年以上経過しております。この間、使用料につきましては、一部大規模な改修の

際に増額等を行っておりますが、それ以外につきましては大きな変更はなく、当初設定いたしました額を現在も徴収

をしております。 

 一方で、経年による老朽化を原因とする施設改修につきましては、主にインフラ部分に関して村の事業として改修

等を行っているほか、軽微な補修や店舗改修などにつきましては、施設の使用者であります田園プラザ川場が負担

をして整備を行っている状況がございます。施設の経年劣化及び使用者の負担を考慮いたしまして、今般、使用料

の減額となる改正をいたしたくご提案をさせていただくものでございます。 

 何とぞ現状をご理解をいただきまして、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたしま

す。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。８番星野議員。 

              〔８番 星野孝之君発言〕 

○８番（星野孝之君） ８番星野です。この上程のホチキス留めの一番最後の表なんですけれども、新旧対照

表というのが添付されていまして、この別表の行政財産の名称のところにいろいろ施設名が書いてあるんですけれども、

念のために施設名、施設が田園プラザのどの辺りにあるのかっていうのを説明、口頭で構いませんので説明していた

だけますか。 



－28－ 

○議長（小菅秋雄君） むらづくり振興課長。 

              〔むらづくり振興課長 戸部正紀君発言〕 

○むらづくり振興課長（戸部正紀君） それでは新旧対照表の表の一番上のほうから申し上げます。田園プラザ

施設の専門店の部分につきましては、これは今の川匠と今、観光協会が以前入ってた建物になります。それから、２

番目のガラスハウスについてですが、これはピザ工房の別棟にあります。昔、中で苗の育苗とかをやっていたと思うんで

すけれども、そこの、今現在ピザを食べるスペースになっていると思うんですが、そこのガラスハウスになります。それから、

田園プラザの下の臨時駐車場ですが、これはＪＡのスタンドの裏の部分の駐車場になります。次のピザ工房ですが、

これ先ほど、ガラスハウスのほうで食べるスペースという説明をいたしましたが、これはピザを作るほうの建物になります。

カウンターとかある建物になります。それから、センター物産販売場ですが、こちらの今、物産館という物産のほうで販

売所を設けておりますが、その建物の施設になります。それからビジターセンターですが、これは今事務所が、田園プラ

ザの事務所ですかね、物産の入っている裏側になると思うんですが、そこ、ビジターセンターの建物になります。最後、

チーズ工房の敷地になりますけれども、これはチーズ工房が、今現在、昔のリサイターとかあったところなんですが、そこ

の施設は田園プラザのほうで改築して持っておりますので、それの敷地を敷地料ということで頂いております。 

 以上になります。違った。本当ですか。１ページ。なお少なかった。 

 すみません、大変失礼しました。１ページ目を抜かして、すみません、２ページ目から説明しましてしまいました。大

変失礼しました。すみません。 

 １ページ目の頭のところのミルク工房になりますが、これは今飲むヨーグルトを作っているミルク工房の建物になりま

す。２番目のミート工房になりますが、これは、今ミート工房が入っている建物になります。次の集出荷施設、集出荷

貯蔵庫なんですが、これ、今あかくらというパスタ屋さんと、その裏側が食品の倉庫になっているんすけれども、そこの

建物になります。それからファーマーズマーケットにつきましては、ファーマーズマーケットが今、営業している施設です。それ

から田園プラザ施設の製品倉庫、これはそのあかくらと並びの部分ですかね、ちょっとすみません。すみません、失礼し

ました。訂正させてもらいます。製品倉庫につきましては、ミート工房の上の段、隣というんですかね、あります、蔵の建

物になります。そこが、中は倉庫としておりまして、その建物になります。すみません。田園プラザの飲食店、次の飲食

店になりますが、これが今そば屋さんになっている建物になります。これは次のビール工房ですが、これは、今、レストラ

ンとビール工房が、パン屋さんと一体になっていますけれども、そちらの建物になります。 

 それから先ほど説明の中で１つ訂正させていただきますが、ビジターセンター、先ほど専門店に関して旧観光協会

が入っていた建物と川匠というふうにご説明させていただいたんですけれども、専門店につきましては全体の建物、半

分の川匠の入っている部分、そちらが専門店で、ビジターセンターのほうが旧観光協会が入っていた部分になります。 

  以上になります。 

○議長（小菅秋雄君） ８番星野議員。 

              〔８番 星野孝之君発言〕 

○８番（星野孝之君） ありがとうございました。この表でちょっと気になったのが、使用する場合、例えばガラスハ

ウス使用する場合が、この文言が花卉生産物等と書いてあるんですね。１か年が２０万２，０００円と。あと下
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のほうにありますビジターセンター。これ公共に資する情報提供の場としての使用する場合で無料とありますけれども、

先ほどの説明だともう事務所になっていて、観光協会が外に出ていると。ということは、これちょっとつじつまが合わな

いので、ここの説明をお願いいたします。 

○議長（小菅秋雄君） むらづくり振興課長。 

              〔むらづくり振興課長 戸部正紀君発言〕 

○むらづくり振興課長（戸部正紀君） まず、ガラスハウスに関してなんですが、今現在、先ほどご説明しましたよ

うに、ピザハウスのピザを食べるスペースというふうに、現状使っております。当初、花卉とか青果物との生産、苗を起

こしたりということで使っていた建物だったものですから、ちょっと現状と内容がそぐわない記載になっております。この辺

は、本来ここの改正のときに、併せて改正すべきところだったんですが、今後現状を確認して、このまま今後も使うよう

であれば、条例のほうを直させていきたいと思います。 

 それからビジターセンターのほうなんですが、今まで観光協会で使っておりまして、昨年から観光協会の事務所が、

別の隣に移動しまして今、空いている状態で一部田園プラザの機能にも使っているところですが、今後どのような、使

い方が落ち着いたところでその判断をして、またどういった使い方をしているかによって、この辺も記載内容を改めてい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小菅秋雄君） ８番星野議員。 

              〔８番 星野孝之君発言〕 

○８番（星野孝之君） そのビジターセンターは、今無料だけれども、今後徴収する可能性があるということですか

ね。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ここに今、質問でございますけれども、改修等を行ってここが営業を伴う施設になれば、

徴収をしなければならないということでありますが、ここについては事務所等の管理ということを含めまして、今現在は

営業を、要するにここで収入を得る施設にはなっておりませんので、今現在としては無料ということで、今後田園プラ

ザ等が申出によって、ここを改修工事をし、営業を伴う施設に改修した場合については、有料になるという考えでおり

ます。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ８番星野議員。 

              〔８番 星野孝之君発言〕 

○８番（星野孝之君） ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありますか。３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） ３番宮内です。過日も、この関係について全協で質問させていただいたんですけれども、
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その確認というんですかね、まず１点したいと思います。要するに、今回これだけの金額を減額するということに関しま

しては、過日、村長の説明の中で、村に入ってくるお金を減額するんだから、管理委託料についても今後減額を考え

ているというような趣旨のご発言があったと思いますけれども、改めてそれについて、今期の予算では盛り込んでござい

ませんけれども、今後どのような経過を経て、それの減額を考えておるのか。まず１点お伺いします。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） これはもらう、要するに使用料の条例を改定ということでありますが、新年度予算にお

きまして、要するに、使用料をもらう関係につきましては、減額等はしておりますので、それについてはまた予算のほうに

おきまして説明をさせていただくということでありまして、この間、言ったとおりのことは、現状で行っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） 次の質問でございます。先ほど、星野議員のほうから営業を、使用している施設である

から、料金が発生するというような説明があったんですけれども、１ページ目の改正、新旧対照表の１ページ目の３

段目、川場村田園プラザ施設の集出荷貯蔵庫、これに関しましては減額されるわけなんですけれども、これはあくま

でも集出荷で、営業がない場合での金額を想定したものでございます。先ほどの担当課長の説明ですと、ここにパス

タ屋さんか何か入っているということで、現実には営業されているということですので、逆に言えば、今まで集出荷だけ

に使っていたものが、営業の場所になるということになれば、当然そこは逆に増加されても不思議ではないかというふ

うに思いますけれども、お答えいただきます。 

○議長（小菅秋雄君） 副村長。 

              〔副村長 宮内 実君発言〕 

○副村長（宮内 実君） 今現在は、奥のほうの集出荷については従前のとおり、冷蔵庫とかそういうのがあり

ますので、そこで使わしてやっています。造ったときから、集出荷は農産物集めて、残ったものを冷蔵庫に入れるとか、

そういうことで使って、それがだんだん変わってきまして、今、パスタ屋さんがなっているわけなんですが、両方ともそうい

う意味では、営業的に使っているという、そこで収益を上げておりますので、同じような関係で料金を頂いているという

ことになります。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） 最初の機能であった集出荷はそのまま使っていると。想定されたのが、１か年が１８０

万。その後、パスタで使っているということは、パスタの部分の利益を上げているわけですよね。それに対する使用料が

全然見積もれないというのは、せめてこれを減らすんじゃなくて、そのままであるんならやむを得ないというふうな理解も

できるんですけれども、過去、集出荷に使ったところが直接的に金額入るような施設になったんだから、ここは逆に言

えばその部分も金額に算定されるべきではないかというふうに思います。再度、ご説明お願いします。 
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○議長（小菅秋雄君） 副村長。 

              〔副村長 宮内 実君発言〕 

○副村長（宮内 実君） そもそも、料金設定につきましては、建設単価で補助金なんかを頂いていますので、

残りの村の単独部分ですか、その部分を償却年数などに基づいて単価をはじいております。ですから、あそこが幾らも

うけているとか、少ないかということでなくて、面積とかそういう建設関係の経費で単価をはじいて、その数字になって

おります。 

 今回、パスタとかそういうものになっているんですが、これは全部田園プラザが自前で改修を行っておりますので、村

のほうは１円の負担も行ってないということから、料金改定とかそういうものには、向こうのほう、田園プラザのほうは

直接自前でそういうふうに店を改造していますので、その分は自前のことですから、村は１円も出しておりませんので、

そういう意味からずっと現状のままの数字ということになります。 

 ただ、ご質問の趣旨はよく分かりますので、ある程度大分施設内容は変わってきておりますので、全体的にはもう

１回見直して精査をするということは、少し現状からちょっとしなくちゃならないなと思っておりますんで、これは今回は

あれですが、ほかのものも含めて少し検討させていただければと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） おっしゃっりたいことは分かりました。ただ、過日も全協で、私も申し上げましたとおり、一

般の家屋の場合の減価償却のやり方と公共施設の減価償却のやり方が、ちょっと年数経過がそれぞれ違うのに、そ

れを経年劣化といって一律で下げるというのは、ちょっと乱暴なのかなと。行政がやることですからもう少し丁寧に、村

民が理解していただけるような方法を取っていただくことを希望しまして、質問を終わります。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。７番津久井議員。 

              〔７番 津久井俊雄君発言〕 

○７番（津久井俊雄君） 経年劣化というのは、ちょっと私、心に残りまして、やはり改正していくからには、消耗

品の部分は当然事業主体が調達するのが原則ではないかと思っています。その中で、備品が経年劣化で、どのぐら

いの買換えが必要であるかとか、もう壊れてしまって修理が必要であるかというようなある程度皆さんが理解できるよ

うなことを、説明していただくのがいいかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これより議案第１２号 川場村行政財産の用途又は目的外使用に関する使用料条例の一部を改正する条

例についての件を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議案第１３号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１８、議案第１３号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する

条例についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１３号 川場村小口資金融資促進条例の

一部を改正する条例につきまして、提案説明を申し上げます。 

 小口資金を含む県制度融資に係る返済負担軽減の特例措置につきまして、令和６年３月末で廃止となる予

定ですが、廃止後も売上げ減少等の要件を満たす場合の借換制度を、継続して実施していくために改正するもの

であります。 

 制度趣旨をご理解をいただき、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１３号 川場村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 議案第１４号 川場村営住宅管理条例の一部を改正する条例 

○議長（小菅秋雄君） 日程第１９、議案第１４号 川場村営住宅管理条例の一部を改正する条例につ

いての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 
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              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 議題となっております、議案第１４号 川場村営住宅管理条例の一部を改正す

る条例について提案説明を申し上げます。 

 村営住宅の入居者の資格を明確にするとともに、民法の一部改正により、公営住宅管理標準条例（案）が

一部改正されたため、川場村営住宅管理条例の一部を改正するため提案するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１４号 川場村営住宅管理条例の一部を改正する条例についての件を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 承認第 １号 専決処分の承認について（令和５年度川場村一般会計補正予算（第５

号）） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２０、承認第１号 専決処分の承認について（令和５年度川場村一般会

計補正予算（第５号））の件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております承認第１号 専決処分の承認について説明を申し上

げます。 

 今回の補正予算第５号は、既決の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，８３１万６，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億７，３５１万円とするものであります。 

 歳入は、地方交付税５１１万４，０００円、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金３，３２０

万２，０００円を追加して計上いたしました。 

 歳出は、２款総務費１項総務管理費１２目生活支援対策事業費で、住民税均等割非課税世帯へ原油価

格、物価高騰に対する支援として世帯７万円を給付するため、１，９８２万６，０００円を追加計上いたし

ました。 
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 ３款民生費２項児童福祉費１目児童措置費で、子育て世帯支援として高校３年生世代までに１人当たり

４万円を給付するため、１，８４９万円を追加計上しました。 

 早急な支援、給付が必要であったため、議会臨時会を招集するいとまがなく、専決処分としたところであります。 

 今回の補正予算についてご理解をいただきますとともに、専決処分についてご承認くださいますようお願い申し上

げ、提案説明に代えさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

  これより承認第１号 専決処分の承認について（令和５年度川場村一般会計補正予算（第５号））

の件を採決いたします。 

 本案を承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって承認第１号 専決処分の承認についての件は承認するこ

とに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 承認第 ２号 専決処分の承認について（川場村手数料徴収条例の一部を改正する条

例） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２１、承認第２号 専決処分の承認について（川場村手数料徴収条例の

一部を改正する条例）の件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております承認第２号 専決処分の承認についての説明を申し

上げます。 

 戸籍法の一部を改正する法律が本年３月１日に施行され、戸籍及び除籍の電子証明書提出用識別符号の

発行事務が新たに追加されたことに伴い、地方公共団体の手数料の基準に関する政令の一部を改正する政令に

基づき、川場村手数料条例の一部を改正する必要があったことから、専決処分したものであります。 

 主な改正の内容は、電子証明書提供用識別符号の発行事務に係る手数料が、第２条中に新たに加わること

から、続く各号の繰り下げたほか、一部改正の規定を踏まえた所要の整備を行ったところであります。 

 今回の一部改正についてご理解をいただきますとともに、専決処分についてご承認くださいますようお願い申し上
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げ、提案説明に代えさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより承認第２号 専決処分の承認について（川場村手数料徴収条例の一部を改正する条例）の件を採

決いたします。 

 本案を承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、承認第２号 専決処分の承認についての件は承認する

ことに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 議案第１７号 令和５年度川場村一般会計補正予算（第６号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２２、議案第１７号 令和５年度川場村一般会計補正予算（第６号）

についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１７号 令和５年度川場村一般会計補正

予算（第６号）について提案説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、既決の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，８０８万３，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億１，５４２万７，０００円とするものであります。 

 歳入は、村税の１，１７８万１，０００円、地方消費税交付金１，９６６万５，０００円、分担金

及び負担金２０万７，０００円、国庫支出金１，４００万円、財産収入１，１５８万１，０００円、

寄附金４，４２０万円、村債４，１６０万円を追加し、地方特例交付金２８万円、地方交付税８，２０

６万７，０００円、使用料及び手数料４２万円、県支出金１，６８４万円、繰入金１億円、諸収入１５

１万円を減額計上いたしました。 

 次に、歳出ですが、歳出全般において、職員給料及び職員手当の不用になった予算の更正減を行いました。ま

た、事業費の確定に伴う減額も行っております。 

 主なものとしては、第２款総務費は１，０９９万４，０００円を追加計上いたしました。財産管理費の基

金積立金３，０４０万１，０００円、生活支援対策事業費９３４万２，０００円を追加し、新拠点構



－36－ 

想推進費の委託料３１０万円、工事請負費３００万円の減額であります。 

 第３款民生費は３１５万８，０００円を減額計上いたしました。国民健康保険事業特別会計繰出金は

１４５万４，０００円の増額、後期高齢者医療特別会計繰出金は３８６万円の減額であります。身体障

害者福祉費の扶助費は８６６万７，０００円の増額であります。 

 第４款衛生費は１，３７８万９，０００円を減額計上いたしました。新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費で８５１万１，０００円が減額されております。 

 第６款農林水産業費は２，３１１万７，０００円を減額計上いたしました。林業振興費の森林整備竹林

整備委託料及び地方創生応援税制事業補助金の減額であります。 

 第７款商工費は８５万８，０００円を減額計上いたしました。観光費の川場まつり開催経費の減額であり

ます。 

 第８款土木費は１，９５４万２，０００円を増額計上いたしました。施設管理委託料及び下水道事業

特別会計繰出金の追加であります。 

 第９款消防費は３７４万円を増額計上いたしました。広域消防負担金の増額であります。 

 第１０款教育費は２，８９３万５，０００円を減額計上いたしました。小中一貫校建設工事請負費、中

学生海外派遣交流事業補助金を減額、小学校費、中学校費、文化会館費の電気料をそれぞれ減額計上いた

しました。 

 第１２款公債費は２，１８４万５，０００円を減額計上いたしました。元金償還金１，２６５万８，

０００円、利子償還金９１８万７，０００円をそれぞれ減額をいたしました。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、担当課長より説明を申し上げます。よろしくご審議の上、

原案のとおりご決定下さいますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） ここで、担当課長の細部説明を求めます。総務課長。 

              〔総務課長 角田圭一君発言〕 

○総務課長（角田圭一君） それでは、令和５年度川場村一般会計補正予算（第６号）の細部説明をい

たします。 

 令和５年度川場村の一般会計補正予算（第６号）では、歳入歳出それぞれ５，８０８万３，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億１，５４２万７，０００円とするものです。 

 第２条では、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、第２表繰越明許費による。 

 第３条地方債の変更は、第３表地方債補正によるでございます。 

 ６ページをご覧ください。 

 第２表繰越明許費、２款総務費１項総務管理費、生活支援対策事業９３４万２，０００円。これは、

住民税均等割のみの課税世帯６５世帯に１０万円を給付し、さらに非課税世帯及び均等割世帯の世帯に属

する子供１人当たり５万円を給付するものとなっております。この金額は全て国からの収入となっておりまして、全額

を翌年度へ繰り越すものとなっております。 
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 ３款の戸籍附票システム改修事業３８１万７，０００円につきましても、国庫１０分の１０の補助事業で

ありますが、全額翌年度へ繰り越すものとなっております。 

 続いて７ページ、第３表地方債補正。１、変更。起債の目的、緊急防災減災事業債。補正前の限度額４，

６１０万円、補正後の限度額４，５１０万円。１００万円の減額となっております。これは防災トイレに係るも

のでございます。 

 続いて、公共施設等適正管理推進事業債。補正前の限度額２億９，１９０万円。補正後の限度額３億

１，６１０万円。２，４２０万円増額となっておりますが、これは庁舎建設に係るものとなっております。 

 一般事業債。補正前の限度額３億４，８２０万円、補正後の限度額３億２，１００万円。ここでは２，

７２０万円減額となっておりますが、内訳といたしますと、庁舎整備に係るものが１，２６０万円の減額。学校

整備に係るものが１，４６０万円の減額となっております。 

 そして緊急自然災害防止対策事業債。補正前の限度額３００万円、補正後の限度額３５０万円。５０

万円の増額となっておりますが、これは県単治山事業の負担金に充当するものです。 

 学校教育施設等整備事業債。補正前の限度額２億１，２６０万円、補正後の限度額２億５，７７０

万円。４，５１０万円増額となっておりますが、川場学園校舎の整備に係るものとなっております。 

 続いて、８ページをご覧ください。 

 歳入歳出予算事項別明細書。歳入。補正前の額４７億７，３５１万円、補正額、各款の補正額はご覧の

とおりで、補正額合計はマイナス５，８０８万３，０００円で、歳入合計を４７億１，５４２万７，００

０円とするものです。 

 続いて９ページになります。 

 歳出になります。補正前の額４７億７，５１万円、補正額、各款の補正額はご覧のとおりで、補正額合計は

マイナス５，８０８万３，０００円で、歳出合計を４７億１，５４２万７，０００円とするものです。補正

予算額の財源内訳といたしまして、国県支出金マイナス２８４万円、地方債４，１６０万円、その他３，８８

９万１，０００円、一般財源マイナス１億３，５７３万４，０００円となります。 

 続いて１０ページをご覧ください。 

 歳入の詳細説明となります。まず、補正予算６号では事業実施に伴い確定した予算額の調整を行ったものです。

１款１項１目は２８０万円の増額となっております。１款２項１目固定資産税につきましては、９７９万９，

０００円の増額となっております。 

 １１ページ、７款１項１目地方消費税交付金は１，９６６万５，０００円の増額となっております。 

 続いて、１２ページの１０款１項１目地方交付税は８，２０６万７，０００円を減額計上しております。 

 続いて、１４ページをご覧ください。 

 １４ページの１４款１項２目新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金が７１３万６，０００円の減

額となっておりますが、これは新型コロナワクチンを接種する人数が減ったことによります。 

 続いて、６目の公立学校施設整備費負担金は、４６９万９，０００円の増額となっております。これは校舎



－38－ 

の新築部分に係るものとなっております。 

 続いて、１４款２項１目総務費国庫補助金の社会保障税番号制度システム整備費補助金３８１万７，

０００円。これは先ほどの繰越明許費のところでご説明いたしましたが、戸籍附票システム改修費に係る補助金、

１００％補助金となっております。その下の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金９３４万２，００

０円。これも繰越明許費のところでご説明いたしましたが、非課税世帯への給付金の金額となっております。全額繰

越しとなっております。 

 そのページの一番下の６目教育費国庫補助金で、学校施設環境改善交付金５９８万６，０００円の増

額は、校舎の改修に係る部分の交付金となっております。 

 続きまして、１７ページまで飛んでいただきまして、１５款２項４目農林水産業費県補助金の林業費補助金。

ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業補助金が１，１２９万５，０００円減額となっておりますが、これは

竹林整備、森林整備の実施面積が減ったことによります。 

 続いて、１８ページをご覧ください。 

 １８ページ中ほどの１６款２項３目残余財産清算金、土地開発公社残余財産清算金といたしまして、１，

０８０万円。土地開発公社が令和５年度をもって解散することに伴い、土地開発公社の財産を川場村で受け

入れることとなりました。 

 続いて、１７款１項２目総務費寄附金のふるさと寄附金３，０００万円。これはふるさと納税の金額となり

まして、ここで３，０００万円を追加することによって、ふるさと寄附金の予算額が１億５，０００万円となりま

す。また、その下の企業版ふるさと寄附金が１，１６０万円を追加し、現予算に比べて、失礼しました、この１,１

６０万円を加えることによりまして、ふるさと寄附金が１，２１０万円となります。 

 そして１９ページ、１８款１項１目財政調整基金を、当初４億円取り崩す予定でおりましたが、１億円をここ

で減額し、３億円を取り崩すこととなります。 

 続きまして２０ページ、２１款１項村債につきましては、７ページの第３表で説明させていただきましたので割愛

させていただきます。 

 続きまして２１ページ、歳出になります。 

 まず、各項目において確定した予算額の調整を行ったもので、ほとんどの項目で更正減となっておりますのでよろし

くお願いいたします。 

 その中にあって２４ページまで進んでいただきまして、２４ページ上から２段目の２４積立金、その他基金積立

金が３，０３０万円となっておりますが、その内訳といたしますと、ふるさと寄附金がほたかの里基金に３，００

０万円、友好の森基金に３００万円となっております。そしてその上の１６節の公有財産購入費のところで、土

地開発公社用地購入費が１１１万４，０００円減額されておりますが、これは当初予算で５００万円予算

措置しておりましたが、実際土地開発公社の土地を購入したときに３８８万６，０００円で購入できましたので、

ここで１１１万４，０００円を減額しております。その下の官有地購入費ですが、６７万７，０００円の減額

ですが、これが姥堂地区の財務省の土地を当初１００万円を見込んでいたところですが、３２万３，０００円
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で購入できましたことから、この金額を減額しております。 

 続いて２５ページ、上から２段目、負担金補助及び交付金のその他補助金、川場村移住支援事業補助金１

６０万円の減額。これは全額をここで更正減しております。移住支援に係る事業が行われなかったということでござ

います。 

 続いて２６ページ中ほどにあります１８負担金補助及び交付金のその他補助金、地域おこし協力隊起業支援

補助金が１００万円減額されておりますが、これも全額の更正減となっております。その下の地域おこし協力隊定

住支援補助金は、当初予算２００万円でしたが、１００万円を補助金といたしまして、残りの１００万円を減

額しております。 

 続きまして２７ページ、１２目生活支援対策事業費の中の１８負担金補助及び交付金、低所得者支援給

付金８００万円。これにつきましては、均等割世帯６５世帯に１０万円を給付し、非課税世帯及び均等割世

帯に属する子供１人当たり５万円を給付する金額となっておりまして、全額繰り越すものとなっております。 

 続きまして２９ページをご覧ください。２款３項１目戸籍住民基本台帳費の中の１２委託料、システム改修

委託料が３８１万７，０００円。繰越明許費のところでご説明いたしましたが、全額、翌年度へ繰り越す事業

となっております。 

 続きまして、大分飛んでいただきまして３３ページをご覧ください。３３ページ一番上に、国民健康保険事業特別

会計繰出金が１４５万４，０００円となっております。また、３４ページを見ていただきますと、同じく２７繰出

金で、後期高齢者医療特別会計繰出金をマイナス３８６万円としております。 

 そして、４１ページまで進んでいただきまして、４０ページ、４１ページに係る１１目新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費が、補正前の額が１，８９１万６，０００円でありましたが、ここで８５１万１，０００

円を減額しております。理由といたしますと、ワクチン接種をする人数が少なかったということによります。 

 そして、４７ページまでお進みください。４７ページは、６款２項２目林業振興費の１８負担金補助及び、失

礼しました。１２委託料マイナス１，０００万円となっておりますが、その理由といたしますと、川場村森林整備

委託料が２００万円、竹林整備委託料が８００万円、合わせて１，０００万円の減額となっております。これ

は、整備の要望がなかったということによります。 

 続いて、１８負担金補助及び交付金は、地方創生応援税制事業補助金を６６０万円減額しております。補

正前の額は１，０５０万円でした。 

 続きまして４９ページになります。４９ページ、８款１項１目１２委託料の中の村道未登記分登記委託料１

３０万円につきましては、全額を更正減しております。 

 続いて、５０ページにお進みください。５０ページ、一番上の１２委託料ですが、村道除雪作業委託料２００

万円を追加しておりますが、これは村道の除雪及び塩カルの散布に係る費用となっております。 

 続いて５１ページの一番上、８款４項１目公共下水道事業費繰出金、下水道事業特別会計繰出金１，

８００万円。これにつきましては、下水道事業特別会計の中で委託料を記載する予定でおりましたが、その委託

料が起債対象外となったために、１，８００万円を一般財源から繰り出しております。 
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 続いて、５２ページをご覧ください。５２ページ、９款１項２目消防施設費の１８負担金補助及び交付金、

広域消防の負担金が３６７万５，０００円の増加となっております。 

 続いて、５４ページになります。５４ページ、一番上の工事請負費の中で、川場村立小中一貫校建設工事が

５３０万５，０００円の減額。あわせて、小学校校舎大規模改修工事が１９８万８，０００円の減額と

なっておりますが、これはともに入札を行ったことによる差金をここで減額しております。続いて、３目国際交流事業費

の中の１８負担金補助及び交付金、中学生海外派遣交流事業費補助金が３６２万２，０００円減額とな

っておりますが、本年度は、中学生海外交流事業として１２名の中学３年生が参加しております。 

 続きまして、５０ページ、失礼しました５５ページの１０款２項１目１０需用費で、電気料がマイナス５００

万円、同じく次の５６ページで、中学校費の電気料が３５０万円、同じく５７ページの文化会館費の電気料が

２６０万円、それぞれ減額されております。当初予算を余裕をもって予算措置したことにより、これだけの減額となっ

ております。 

 続きまして、６０ページまで進んでいただきまして、６０ページ、１２款１項の公債費でありますが、元金償還金

を１，２６５万８，０００円を減額、利子償還金を９１８万７，０００円減額、合わせまして２，１８

４万５，０００円を減額したことにより、令和５年度の公債費が３億８，０２０万円となっております。 

 細部説明については以上です。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明及び細部説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って、質疑して

ください。質疑ありますか。３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） ３番宮内です。１点お伺いします。２５ページ、２款総務費１項総務管理費１２

の委託料のところでございます。企業とのマッチング支援業務委託料１１０万が計上されております。この補正を見

ますと、委託料をやっぱり現状に即して減額されて、各目の委託料が減額されているのがほとんどなんですけれども、

ここだけ、この議決を得て３月末まで、約２０日ちょっと。これをこの期間で委託してこの事業は、なお繰越しの中に

は１１０万は入っておりませんので、繰り越さずに僅かな期間でこの委託事業が完遂できるのかどうかお伺いします。 

○議長（小菅秋雄君） むらづくり振興課長。 

              〔むらづくり振興課長 戸部正紀君発言〕 

○むらづくり振興課長（戸部正紀君） この企業とのマッチング支援業務委託なんですが、これは個別案件ごと

に委託しております。企業のふるさと納税を、通常、企業からの申入れで寄附金を頂いているんですけれども、これを

業者ですかね、それを業務とする業者さんがおりまして、それを間に入って、企業と自治体との間に入ってこういった企

業さんが企業版ふるさと納税先を探していますということで、マッチングしてくれる事業者がおりまして、今回川場村で

も初めて、これは１件なんですけれども、企業版ふるさと納税の寄附額の手数料が２０％になるんですが、それで

当初で見込んでいた業務委託ではないんですが、途中の案件としてそういった企業からの推薦がありまして、企業版

ふるさと納税を受けなおかつ委託料として１１０万円を計上させていただいております。 
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○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） ただいまの説明で、内容的には分かりました。なお、この企業とのマッチング、これらにつ

いては財源の少ない村ですから、大いに活用して進めていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ２番千木良です。１０ページの村税、固定資産税、固定資産税の増額９７９万

９，０００円について、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 住民課長。 

              〔住民課長 安藤秀昭君発言〕 

○住民課長（安藤秀昭君） それではお答えいたします。こちらのほうは、当初予算が令和４年度の最終調定

を見込んでおりまして、それに対して令和５年度に、失礼しました、令和４年度に建てられた新築家屋及び償却資

産の増加によるもので９７９万９，０００円の増加となりました。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） すみません、ちょっと聞き取れなかったんですが、償却資産が増えたということで、償却

資産の内容、概略で結構ですのでお話ししていただければと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 住民課長。 

              〔住民課長 安藤秀昭君発言〕 

○住民課長（安藤秀昭君） すみません。償却資産だけではなく家屋分もあるんですが、償却資産が、一般的

に償却資産というのは、事業所さんが所有されている機械類だったりあとは、機械類が主になります。どちらかという

と家屋分のほうが増加傾向にあったんですけれども、ちょっと内訳が今手元にないので、後で調べてご提出するという

のでもよろしいでしょうか。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

○議長（小菅秋雄君） ここで暫時休憩を取ります。 

 再開１時です。 

   午前１１時４３分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午後 １時００分再開 

○議長（小菅秋雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 住民課長。 
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              〔住民課長 安藤秀昭君発言〕 

○住民課長（安藤秀昭君） それでは、お答えしたいと思います。償却資産でございますが、増額分が約３８

０万円で１７つの企業が新しく償却資産を有したということで、主なものは携帯電話の関係でしたり、自販機等が

増えたということになります。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ありがとうございました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１７号 令和５年度川場村一般会計補正予算（第６号）についての件を採決いたします。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２３ 議案第１８号 令和５年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２３、議案第１８号 令和５年度川場村国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１８号 令和５年度川場村各国民健康保

険事業特別会計補正予算（第２号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９６万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４億６，

０３５万９，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、前年度に比べ、被保険者の所得の増加に伴う保険税が７５１万６，０００円増加とな

り、繰入金については、保険基盤安定繰入金、出産育児一時金繰入金等額が確定したため、１４４万９，０

００円の増額、保険税増額分に対応するため８００万円を減額するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、本年度は実績を踏まえ、総務費の賦課徴収費３８万５，０００円、保険給

付費の療養諸費８万円、高額療養費５０万円を増額するものであります。 
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 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村国民健康保険運営協議会に諮問し、了

承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をして

ください。 

 質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１８号 令和５年度川場村国民健康保険事事業特別会計補正予算（第２号）について

の件を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２４ 議案第１９号 令和５年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２４、議案第１９号 令和５年度川場村介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第１９号 令和５年度川場村介護保険事業

特別会計補正予算（第２号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３７万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を５億３

７６万２，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、保険料９４万４，０００円、国庫支出金１，４８１万３，０００円、県支出金１

６３万２，０００円を増額し、支払い基金交付金４８８万４，０００円、繰入金９１３万２，０００

円をそれぞれ減額するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、本年度の実績を踏まえ、総務費２３９万円、地域支援事業費１７７万７，

０００円をそれぞれ減額し、予備費５３８万９，０００円を追加するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 
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○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をして

ください。 

 質疑ありませんか。質疑なしと認めます。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第１９号 令和５年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての件を、

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２５ 議案第２０号 令和５年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２５、議案第２０号 令和５年度川場村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２０号 令和５年度川場村後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５４２万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を９，

６２７万円とするものであります。 

 歳入でありますが、保険料の確定に伴い１６５万円、繰入金３８６万円をそれぞれ減額し、諸収入８万１，

０００円を追加するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、総務費１５万円を増額し、後期高齢者医療広域連合納付金の額の確定に伴

い１１６万４，０００円、予備費４４１万５，０００円をそれぞれ減額するものであります。 

 慎重審議の上、原案のとおりご決定いただきますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をして

ください。 

 質疑ありませんか。 
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              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第２０号 令和５年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についての件

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２６ 議案第２１号 令和５年度川場村水道事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２６、議案第２１号 令和５年度川場村水道事業特別会計補正予算

（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２１号 令和５年度川場村水道事業特別

会計補正予算（第２号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を５，００

６万１，０００円とするものであります。 

 歳入の主な内容ですが、水道使用料及び手数料８万３，０００円を減額補正するものであります。 

 歳出の主な内容ですが、運営協議会委員報酬を８，０００円減額し、職員給与及び手当を２万７，００

０円増額、旅費及び交際費をそれぞれ３万円減額し、水道施設草刈り作業委託料を４万２，０００円減額

補正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを行って質疑をして

ください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２１号 令和５年度川場村水道事業特別会計補正予算（第２号）についての件を採決い

たします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２７ 議案第２２号 令和５年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２７、議案第２２号 令和５年度川場村下水道事業特別会計補正予算

（第２号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第２２号 川場村下水道事業特別会計補正

予算（第２号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０２９万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

２億１，９１１万８，０００円とするものであります。 

 歳入の主な内容ですが、下水道使用料を９万１，０００円減額し、事業費確定による社会資本整備総合

交付金を５００万円減額、公会計打切り決算及び繰越明許となったための財源組替えによる一般会計繰入金

１，８００万円を追加、浄化センター再構築委託料が起債借入れ対象外となったため２，５００万円を減額

補正するものであります。 

 歳出の主な内容ですが、精査した結果旅費３万円を減額、負担金補助及び交付金を２万２，０００円減

額、消費税４５万円を追加し、電気料３００万円減額し、汚濁処理委託料を７０万円追加、浄化センター再

構築委託料８３０万円減額し、浄化センター維持修繕工事２００万円を減額補正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る２月２７日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、了承を得

ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてく

ださい。 

 質疑ありませんか。２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） ８ページの歳入についてちょっとお伺いしたいと思います。５款の繰入金が１，８０

０万円。８款の村債が２，５００万円の減額。ただいま村長の説明で、起債が借りられなくなったので一般財
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源に振り替えるようなお話でしたが、起債計画を最初から出している段階で、借りられなかったのか、借りなかったの

かちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（小菅秋雄君） 田園整備課長。 

              〔田園整備課長 横坂 徹君発言〕 

○田園整備課長（横坂 徹君） 千木良議員の質問にお答えします。 

 再三、借りようと２回ほどヒアリングに行ったんですが、起債対象として認められませんでした。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ２番千木良議員。 

              〔２番 千木良澄夫君発言〕 

○２番（千木良澄夫君） 分かりました。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑はありますか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第２２号 令和５年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第２号）についての件を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（小菅秋雄君） 挙手全員であります。よって本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２８ 認定第２３号 令和６年度川場村一般会計予算について 

◎日程第２９ 議案第２４号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について 

◎日程第３０ 議案第２５号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計予算について 

◎日程第３１ 議案第２６号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について 

◎日程第３２ 議案第２７号 令和６年度川場村簡易水道事業特別会計予算について 

◎日程第３３ 議案第２８号 令和６年度川場村下水道事業会計予算について 

○議長（小菅秋雄君） 日程第２８、議案第２３号 令和６年度川場村一般会計予算についての件から、

日程第３３、議案第２８号 令和６年度川場村下水道事業会計予算についての件までの６件を一括議題と

いたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 
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○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第２３号 令和６年度川場村一般会計予

算について提案説明を申し上げます。 

 令和６年度当初予算は、小中一貫校施設整備に重点を置いた予算編成といたしました。令和６年度の一般

会計当初予算の総額は３７億７，１８６万７，０００円で、前年度に比べマイナス１０．８％、４億５，

７６８万８，０００円の減であります。 

 歳入の内訳を財源別で見ますと、村税等の自主財源が１３億４，４５８万８，０００円で、歳入全体の

３５．６％となります。地方交付税や国庫支出金等の依存財源が２４億２，７２７万９，０００円で、６

４．４％を占めています。依然として厳しい財政状況に変わりはありませんが、村税やふるさと寄附金を中心とする

自主財源の確保に努めてまいりたいと思います。 

 次に、歳出の内訳を性質別に見ますと、地方自治体の一般歳出のうち、支出することが制度的に義務づけられ

ている経費である義務的経費が１１億８，２２０万６，０００円で、歳出全体の３１．４％、普通建設事

業費などの投資的経費が７億７，１３２万８，０００円で２０．４％、その他の経費が１８億１，８３

３万３，０００円で４８．２％を占めています。 

 具体的な項目に入りますが、歳入では、村税が３億６，６６８万４，０００円の計上であります。定額減

税が見込まれ、前年度比２．８％の減であります。地方特別交付金は、定額減税分が交付金として収入される

ことから、２，１００万円の増額であります。地方交付税は１１億９，７００万円の計上で、前年度比３０

０万円の減額であります。使用料及び手数料は、田園プラザ使用料が施設の耐用年数を考慮し、施設それぞれ

１０％減額したため４６２万円７，０００円の減額となりました。国庫支出金は、５億１，５８２万１，

０００円の計上で１１．６％の増、金額にして、５，３５６万６，０００円の増で、川場学園校舎整備事

業によるものであります。寄附金は２億９０９万５，０００円で１３４．７％の増であります。ふるさと寄附金、

企業版ふるさと寄附金の増によるものであります。繰入金は６億２，９００万円の計上で、財政調整基金、ほ

たかの里基金等の繰入れを計上いたしました。村債は３億８，８７０万円で、６０．８％の減であります。主

なものは、学校教育施設等整備事業債を予定をしております。 

 歳出でありますが、主なものを説明をいたします。 

 総務費では、標準準拠システム移行対応業務委託料、庁舎等空調保守点検業務委託料、デジタル田園国

家都市構想交付金事業、定額減税調整給付金などを計上いたしました。 

 民生費では、社会福祉事業委託料、子供のための教育保育給付費負担金などを計上いたしました。また、国

民健康保険事業、後期高齢者医療及び介護保険事業特別会計への繰出金１億７，３６０万２，０００

円を計上いたしました。 

 衛生費では、各種検診委託料、清掃施設組合負担金などを計上いたしました。 

 農林水産業費では、農道や水路整備のための小規模土地改良事業、多面的機能支払交付金事業、竹林整

備事業などを計上いたしました。 

 商工費では、川場まつり開催経費、施設管理委託料等を計上いたしました。 
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 土木費では、村道舗装補修等工事請負費、橋梁補修設計業務委託料及び工事請負費などを計上いたしま

した。また、下水道事業会計への繰出金１億１，７７３万９，０００円を計上いたしました。 

 消防費では、広域消防負担金１億３１０万２，０００円を計上いたしました。 

 教育費では、小中一貫校校舎整備関係経費、スターバリー国際交流経費等を計上いたしました。 

 次に、議案第２４号 令和６年度川場村国民健康保険事業特別会計予算について提案説明を申し上げま

す。 

 日本の医療保険制度の中核として、国民健康保険制度は、地域住民の医療の確保と健康増進に大きな役割

を果たしているところでございます。平成３０年度からは、国民健康保険の財政運営を群馬県が担っており、県内

での保険料統一を見据え、算定方法を４方式から３方式へ変更を行い４年目の年となります。現在、県内のどこ

に住んでいても、同じ所得で同じ世帯構成であれば同じ保険税率にすることを目標に、協議を進めております。 

 さて、令和６年度の予算でありますが、令和５年度の保険給付費等の支払い状況及び予定できる財源を基に、

歳入歳出予算の総額を４億４，２４０万８，０００円といたしました。これは前年度当初予算と比較して１．

８％の増となり、金額にして７６２万６，０００円の増額となります。 

 主な歳入では、国民健康保険税８，０８４万７，０００円で３９５万９，０００円の増額で、要因と

いたしましては、令和５年度実績から推計し、コロナ前の所得水準が見込まれるため、増額となっております。都道

府県支出金３億７１４万６，０００円で１５９万１，０００円の増で、要因といたしましては、コロナの影

響により保険給付が減少傾向にありましたが、前年度はコロナ前と同水準の医療を受け、保険給付費の微増が見

込まれるため増額となっております。繰入金５，４３４万９，０００円で２０７万６，０００円の増額で、

要因といたしましては、保険基盤安定基金と保険税の補塡分を基金から支出するための増額であります。 

 次に、歳出でありますが、歳出の予算の６８．５％を占める保険給付費が、３億３１０万５，０００円、

前年度に比べ４０９万９，０００円の増額となります。 

 次に、国民健康保険事業納付金については、所得水準の影響を考慮し１億１，４０２万円を計上いたしま

した。 

 以上が、令和６年度予算の概要でありますが、生活習慣病を予防するための食生活の改善や、病気を事前に

予防するための保健事業に力を入れ、医療費の削減に努めていきたいと思いますので、議員各位のご理解をお願

いするところであります。 

 次に、議案第２５号 令和６年度川場村介護保険事業特別会計予算について、提案説明を申し上げます。 

 介護保険事業は、介護を必要とする方を社会全体で支え、利用者の選択による総合的なサービスを安心して受

けられる制度として、平成１２年に発足をいたしました。また、令和５年度に第９期介護保険事業計画の策定を

行い１年目となりましたが、さて令和６年度の予算でありますが、第９期介護保険事業計画を基に、保険給付費

等の状況を踏まえ、歳入歳出予算の総額を４億８，２９４万円といたしました。これは前年度当初予算と比較

して約２．７％、金額で１，２９２万円の増額となります。 

 主な歳入では、介護保険料が１億１８７万６，０００円で、前年度に比べ１．７％、金額にして１７０
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万３，０００円の増額となっております。国庫支出金支払基金交付金、県支出金繰入金の増額は、保険給付

費の増額によるものであります。 

 歳出でありますが、歳出全体の９１．９％を占めております保険給付費でありますが、介護保険事業計画及

びサービス利用実績から、４億４，３８３万３，０００円、前年度に比べ２，００３万２，０００円の増

額となっております。総務費については、計画策定終了とシステムの標準化等により６２０万８，０００円。地

域支援事業費については、前年度の予防サービス利用実績から９０万４，０００円の減額となっております。保

険給付費を、村の要介護及び要支援認定者１９９名で利用額に換算してみますと、１人当たり年額でおよそ２

２３万３１６円となるものであります。このように、保険給付費は今後の高齢化の進行により年々増加傾向にあ

りますが、介護が必要となってもできる限り自立した生活ができるよう、介護保険を利用される高齢者の皆さんに信

頼される介護保険事業であるよう、今後とも努力してまいりたいと思いますので、議員各位のご指導、ご協力をお願

い申し上げます。 

 次に、議案第２６号 令和６年度川場村後期高齢者医療特別会計予算について提案説明を申し上げます。 

 平成２０年度から発足し、高齢者医療を支えている後期高齢者医療特別会計予算でありますが、歳入歳出

ともに、予算の総額を前年比５．７％の増となる１億２１０万７，０００円といたしました。 

 主な歳入ですが、７５歳以上の被保険者の方から納めていただきます保険料が３，５１２万３，０００円

であり、前年度に比べ３０２万１，０００円の増額となっております。この保険料の負担割合は、県内市町村

は全て同額となっておりますが、村内の被保険者が納めることとなる１人当たりの保険料に換算してみますと、年間

でおよそ５万９，４００円になります。 

 次に、歳出でありますが、事務費分となる総務費の４４０万９，０００円を除きますと、残りの予算のほとん

どを占める後期高齢者医療広域連合への納付金が９，７２４万７，０００円となるものであります。 

 以上が、令和６年度予算の概要ですが、今後もこの制度が現役世代と高齢者が共に支え合う医療制度として、

村民の福祉と健康の増進につながるようご指導とご協力をお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

 次に、議案第２７号 令和６年度川場村簡易水道事業会計予算について提案説明を申し上げます。 

 水道事業が公営企業会計となり初めての予算編成となりますが、今後も水道事業の推進については、生活用

水の安定供給と安全な飲料水確保のため、今後、長寿命化計画を策定し、施設及び管路の維持に努めてまいり

たいと思います。さて、公営企業会計の打切り決算のため、未収金と未払い金が発生するため、令和６年度予算

については、特例として収入額と支出額に差異が生じることを申し添え、説明をいたします。 

 まず、収益的収入でありますが、６，７５３万７，０００円であります。内訳は、第１項営業収益の３，

８０１万２，０００円。こちらは水道料金が、３，８００万円とその他手数料１万２，０００円であります。 

 次に、営業外収益が２，９５２万５，０００円。主にその他長期前受金が２，９３６万７，０００円

で、主に職員の給与手当や減価償却処分として一般会計より繰り入れるものであります。その他預金利息が３万

円、一般会計繰入金利子分が２万７，０００円、その他賠償金は、東電賠償金を含む１０万１，０００

円となります。 
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 続いて、支出ですが、８，３１２万円となっております。支出の主な内容ですが、金山平浄水場等施設運転

管理経費として１，１６６万９，０００円。料金徴収システム使用料として５６３万７，０００円、修繕

工事請負費１１万円を計上しました。また、消費税１２０万円を計上いたしました。なお、不測の事態に備えて

予備費に１００万円を計上しております。 

 続いて、４条の２ですが、冒頭でご説明した打切り決算の都合で、未収入が２７８万６，０００円であり、

未払い金が２，２５８万３，０００円を想定しております。 

 続いて、資本的収入及び支出に進みます。まず、簡易水道事業資本的収入は１，８４０万円で、主な財源

は企業債が１，０１０万円。ほか会計負担金が９９万７，０００円、これは一般会計繰入金の元金分です。

次に、負担金は、新規加入で５０万円。その他資本的収入が６８０万３，０００円で、これは水道基金を取

り崩すものであります。 

 続いて、支出ですが、１，３７１万８，０００円で、主な内容は建設改良費で、谷地地区のメーター交換約

２３０件を予定しております。次に、材料費、メーター購入費が１６８万２，０００円、メーター交換手数料１

５９万円。金山平浄水場濁度計交換修繕工事及び流入電磁弁交換工事が４７８万５，０００円。現在、

仮設接続されている萩室下御座岩田線水道本管埋設工事については、２１４万５，０００円を計上しており

ます。 

 次に、企業債償還金は、元金償還金で１９９万６，０００円。投資として、利子積立金３万円を計上いた

しました。 

 次に、議案第２８号 令和６年度川場村下水道事業会計予算について、提案説明を申し上げます。 

 下水道事業についても、公営企業会計となり初めての予算編成となりますが、引き続き下水道事業の推進につ

いて、今後においても、埋設された管渠や浄化センター及びポンプ施設の維持管理業務に努めてまいります。 

 さて、公営企業会計の打切り決算のため、未収金と未払い金が発生するため、令和６年度予算については、特

例として収入額と支出額に差異が生じることを申し添え、説明をいたします。 

 まず、特定環境保全公共下水道事業収益的収入でありますが、１億６５３万１，０００円であります。内

訳は、第１項営業収益４，０７７万１，０００円、こちらは下水道使用料が４，０７５万９，０００円

と、その他手数料１万２，０００円であります。 

 次に、営業外収益が６，５７６万円。主に一般会計繰出金が１，６６８万８，０００円。こちらは、償

還金利子分として、職員の給与手当、工事費不足金等であります。次に、その他長期前受金が４，８９１万２，

０００円で、主に減価償却処分として一般会計より繰り入れるものであります。その他雑収益が東電賠償金を含

む１６万円となります。 

 続いて、支出ですが、１億７，５０６万７，０００円となっております。 

 次に、支出の主な内容ですが、浄化センター等施設維持管理経費として１，８１５万円、公営企業会計支

援業務委託料として８０３万円。維持補修工事費として１，０８５万７，０００円を計上いたしました。また、

消費税１００万円を計上し、不測の事態に備えて予備費に１００万円を計上しております。 
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 続いて、４条の２ですが、冒頭でご説明した打切り決算の都合で未収入が２９６万円であり、未払い金が４，

５７６万８，０００円を想定しております。 

 続いて、資本的収入及び支出に移ります。まず、特定環境保全公共下水道事業資本的収入は１億２，０

３５万１，０００円で、主な財源は企業債が１，０８５万７，０００円、その他企業債が７９４万３，

０００円、ほか会計負担金が１億１０５万１，０００円、これは一般会計繰入金の元金分です。 

 次に、受益者負担金は、新規加入金で５０万円を見込んでおります。 

 続いて支出ですが、１，６５８万１，０００円で、主な内容は建設改良費で、職員１名分の給与手当が

７８７万９，０００円。修繕費が５０万円。道路陥没修繕工事が１６５万円を計上しております。 

 次に、企業債償還金は元金償還金で１億１０５万１，０００円を計上いたしました。 

 なお、後期高齢者医療特別会計以外の特別会計等予算につきましては、去る２月２７日に開催されました各

運営協議会に諮問し、了承を得ておりますことを申し添え、細部につきましては担当課長から説明を申し上げます。 

 よろしく審議の上、原案どおりご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

○議長（小菅秋雄君） ここで、担当課長の細部説明を求めます。総務課長。 

              〔総務課長 角田圭一君発言〕 

○総務課長（角田圭一君） それでは議案第２３号 令和６年度川場村一般会計予算の細部説明をいた

します。 

 令和６年度川場村の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３７億７，１８６万７，０００円と定める。 

 第２条、起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表地

方債による。 

 第３条、一時借入金の借入れの最高額は、３億円と定める。 

 令和６年３月６日提出 川場村長 外山京太郎。 

 ７ページをご覧ください。 

 第２表地方債になります。 

 まず、臨時財政対策債、限度額４００万円。この臨時財政対策債とは、地方交付税の原資不足を補うもの

で、起債額は翌年度以降全額交付税措置されるものとなっております。続きまして、緊急自然災害防止対策事業

債、限度額３００万円。これは、県が行う治山事業の負担金分となります。公共事業等債１，４１０万円。こ

れは橋梁補修工事に係るものです。学校教育施設等整備事業債３億６，７６０万円。これは小中一貫校に

係るものとなっております。 

 ９ページへお進みください。 

 歳入歳出予算事項別明細書になります。 

 まず、歳入ですが、主な増減理由、前年度比は先日の全員協議会で説明させていただきましたので、この明細

書の説明は割愛させていただきます。 
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 １０ページをご覧ください。 

 歳入合計、本年度予算額３７億７，１８６万７，０００円、前年度予算額４２億２，９５５万５，

０００円。比較、マイナス４億５，７６８万８，０００円となります。 

 続いて、１１ページ、歳出になります。本年度予算額３７億７，１８６万７，０００円、前年度予算額４

２億２，９５５万５，０００円。比較、４億５，７６８万８，０００円のマイナスとなっております。本年

度予算額の財源内訳といたしまして、国県支出金６億９，４４０万１，０００円。地方債３億８，４７０

万円。その他５億２，６７３万８，０００円。一般財源２１億６，６０２万８，０００円となります。 

 １３ページへお進みください。 

 歳入の詳細説明になります。 

 １款１項１目現年課税分特別徴収ですが、６，１６５万円、これは均等割納税義務者１，０５０人を

見込んでおりまして、定額減税分１，５５０万円が、本来ですとここに加わる予定になります。加わることとなって

おります。現年課税分普徴１，７００万円、これは均等割納税義務者５００人を見込んでおります。この普徴

でも、定額減税として５５０万円が引かれておりますので、本来ですと、これに５５０万円が足されたものとなりま

す。次に、２目法人、法人税割７００万円。前年度と比較して２００万円増えておりますが、８２社を見込ん

でおります。 

 １款２項１目固定資産税２億２，２１８万９，０００円。前年度最終調定の９７％としております。２

目国有資産等所在市町村交付金及び納付金の交付金でありますが、１，１１９万円、これは、国有林に係る

ものとなっております。 

 続きまして、１４ページ中ほど。５項入湯税７３４万４，０００円。前年度と比べますと２６万円ほど増額

となっておりますが、宿泊者から１５０円、日帰り客から５０円の入湯税を徴収しているところです。 

 １５ページ、２款３項森林環境譲与税１，７６８万７，０００円。これは森林面積や林業就業者数によ

り国から交付されるものとなります。 

 続きまして、１７ページ、１０款１項地方交付税。地方交付税は１１億９，７００万円で、前年度比３０

０万円の減としております。 

 続きまして、１８ページ、１３款１項、総務使用料、田園プラザ使用料が４８８万３，０００円減額となっ

ておりますが、これは先ほどの条例改正によるものとなっております。 

 続きまして、２０ページ、１４款１項１目保育所措置費負担金、子供のための教育保育給付費負担金５，

４５９万４，０００円ですが、９３名の園児を見込んでおります。そのページの一番下になりますが、教育費国

庫負担金の公立学校施設整備費負担金９，８００万８，０００円、これは学校の新築に係る負担金となり

ます。 

 続いて、２１ページの１４款２項１目総務費国庫補助金のデジタル基盤改革支援補助金５，０００万円。

これは、例えば住基ですとか税、介護、児童手当、戸籍等は全てシステムを通じて事務を行っているところですが、

日本全国、このシステムがばらばらといいますか、おのおのの自治体で行っているわけですが、そのシステムを日本全
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国統一化しようということで国が進めているものであります。システムが統一されることによりまして、様式等も統一さ

れまして、そうすることによりＤＸが推進されるということになります。続きまして、デジタル田園都市国家構想交付金

２，９９８万２，０００円。これは、電子申請ですとかＬＩＮＥサービス、文書管理システム等ＤＸを推進す

るもの、そして観光振興、それから定住促進の事業に充てられるものとなっております。続いて、物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金３，９７３万５，０００円ですが、令和６年度に４万円の定額減税が行われる

わけですが、納税額が４万円に満たない方へ、４万円満たない人に４万円になるように、現金給付するものとなっ

ております。 

 続きまして、２２ページになります。 

 １４款２項５目土木費国庫補助金、社会資本総合、失礼しました。社会資本整備総合交付金２００万

円、これは除雪に係る交付金です。また、道路メンテナンス事業費補助金２，１９４万５，０００円は、橋梁

補修に係るものとなっております。続いて６目教育費国庫補助金ですが、学校施設環境改善交付金、失礼しまし

た。１億２，４５４万３，０００円ですが、これは学校の改築に係る交付金となります。 

 続きまして、２５ページまでお進みください。 

 ２５ページ、１５款２項４目農林水産業費補助金の農業費補助金、小規模農村整備事業補助金１，２

６１万３，０００円。これは小規模土地改良を４地区で実施することとなります。続いて、林業費補助金の中

のぐんま緑の県民基金市町村提案型事業補助金１，７１５万２，０００円ですが、これは竹林整備を２ヘ

クタール、森林整備を５ヘクタールを見込んでいるものでございます。 

 続いて２７ページ、中ほど寄附金、一般寄附金１、８５９万５，０００円、これは世田谷区から固定資産

税相当分ということで寄附されるものでございます。続いて、総務費寄附金で、ふるさと寄附金１億円、ふるさと納

税を１億円見込んでおります。また、企業版ふるさと寄附金として９，０５０万円を予定しております。 

 続きまして、１８款１項の基金繰入金ですが、財政調整基金繰入金を３億８，０００万円、ほたかの里基

金を１億８，３００万円、環境整備基金を１，０００万円、減債基金を１，０００万円。 

 次のページに行きまして、友好の森基金を１，８００万円。森林環境譲与税基金を１，３００万円、後継

者育成基金を１，５００万円、それぞれ繰り入れることといたします。 

 続きまして２９ページ、雑入になります。６目雑入で代替バス運行負担金３７８万２，０００円は、沼田市

からの負担金となります。てんぐ山公園管理負担金は５９８万１，０００円ですが、世田谷区からの収入とな

ります。下段の群馬県市町村振興協会、魅力あるコミュニティー助成金２００万円は、令和６年度は生品地区

を予定しております。 

 続きまして、３０ページになりますが、２１款１項村債になりますが、これにつきましては７ページの２表で説明さ

せていただきましたので、割愛させていただきます。 

 続きまして、３３ページ、歳出になります。 

 まず、給料、手当、共済費は各事業ごとに計上しておりますので、説明は省略させていただきます。１款１項１

目議会費１報酬、議員報酬２，３０２万６，０００円。４節共済費、議員共済負担金６３２万９，０
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００円となります。 

 続きまして、ページ飛んでいただきまして、３８ページをご覧ください。 

 ３８ページ、１０需用費、この中で食糧費、印刷製本費のところに総合計画策定という文言がございますが、

現在の第４次総合計画は令和６年度で終了し、令和７年度から令和１６年度までの１０か年を期間とした第

５次総合計画を、令和６年度中に作成することとなります。作成方法といたしましては、第４次総合計画と同様

に、役場の職員、それから村民の代表の皆さんと手作りで作成していく予定としております。 

 続きまして、３９ページの１２委託料の一番下になります未来構想コンサルティング業務委託料２２０万円。

これは中学校跡地利用について検討していただくものとなっております。 

 続いて、４１ページになります。 

 ４１ページの４０ページからつながる１８負担金補助交付金の中のその他補助金のところで、歳入のところでも

申し上げましたが、群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニティー助成事業補助金が２００万円を、入ったものを

そのまま２００万円を生品地区に交付するものでございます。そして２目文書広報費の報償費、区長報償金です

が、１８０万円。これは前年度は区長業務の業務委託料というところで委託料のところで支出していたところです

が、令和６年度から区長さんを行政嘱託員というものに位置づけまして、そうしたことから報償金として支払うことと

なりました。 

 そして、４２ページへお進みください。 

 ４２ページ中ほど、１２委託料になります。文書管理ルール・文書目録作成等業務委託料２７５万円。これ

につきましては、ＤＸを推進する中で文書整理をしていくというものでございます。 

 ４３ページ、冷暖房用燃料費が５７９万６，０００円となっておりますが、これは木チップ重油代となっており

ます。それから２つ下に光熱水費ということで、電気料を９９０万円見込んでおります。 

 続きまして４４ページ。 

 火災保険料。上から４行目になりますが、火災保険料で、庁舎等火災保険料。昨年は１９万９，０００円

の予算だったんですが、新庁舎になりまして７０万円となりました。そして１２委託料の下から４行目になりますが、

標準準拠システム移行対応業務委託料１億１，２４９万７，０００円。歳入のところでも申し上げましたが、

日本全国で違うシステムを使用しているところを、国が主導で統一の電算システムを使っていこうというものでございま

す。様式等が統一されることにより、日本全国のＤＸが推進されることが見込まれています。ガバメントクラウド運用

業務委託料６０５万３，０００円ですが、現在、民間のクラウドをそれぞれの自治体で使っているところですが、

これもまたＤＸを推進していく中で、国のクラウドを各自治体で使っていこうというものでございます。 

 そして４５ページ、一番上。 

 施設管理委託料１，８５３万２，０００円。昨年度の施設管理委託料は２００５、失礼しました、２

５６万４，０００円だったんですが、ここで大きく増額となっております。主な内容とすると、庁舎等空調保守点

検業務委託料に１，１１０万２，０００円ほど予算を取っております。 

 続きまして４６ページ。 
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 一番上から２行目になりますが、ロゴホームサービス利用料３８４万４，０００円、これは電子申請システムに

係るもので、村民の皆さんがパソコンや携帯を通じて電子申請を行えるものとなります。また、その下のラインシステム

サービス利用料は３５２万円ですが、ラインシステムを使って、村の情報を村民の皆さんに提供していくというものに

なります。文書管理システムサービス利用料１，１２９万２，０００円も、ＤＸを推進していくためのものとなっ

ております。続いて、その下１４工事請負費の一番下、旧庁舎電気切替え工事が４１４万７，０００円です。

旧庁舎ですが、キュービクルを通して基本料金が高額となっておりますので、庁舎が３月いっぱいでもう電気を切って

しまうというところから、この切替え工事が必要になります。なお、体育館と国体記念館は役場から電気が行っている

ものですから、その切替えも併せて行うことになります。１７備品購入費で、庁用備品購入費１１４万５，００

０円。これは、役場の新庁舎の照明設備等を点検する際に、天井が非常に高いものですから、点検用の足場を購

入する金額となっております。次に、タブレット購入費４５万５，０００円。これはタブレット６台購入することとな

っております。先ほどのロゴホームサービスと関連するところなんですが、自宅で携帯電話、パソコン等で申請できない

方が窓口に来たときに、役場の窓口でこのタブレットを通じて、書かない申請をできるようにするものです。現在、住

民票ですとか印鑑登録等を記入していただいている部分があるんですが、タブレットを導入することにより、書かない

申請を可能とするものとなっております。 

 ４７ページ、２４積立金、その他基金積立金１億１，８９８万７，０００円。この内訳といたしますと、ほ

たかの里基金へ１億円、友好の森基金へ１３０万円、森林環境譲与税基金に１，７６８万７，０００円

となっております。 

 続きまして、４８ページになります。 

 ４８ページ、１０需用費、ふるさと納税特典経費３，４８０万円ですが、ふるさと納税１億円の３０％分の

３，０００万円と、送料といたしまして６，０００件掛ける８００円ということで、３，４８０万円になってお

ります。 

 続いて５０ページまでお進みください。 

 ５０ページ、一番下、川場村子育て世帯・若者夫婦世帯住宅取得補助金１，０００万円。これは２００

万円を５世帯に補助するものとして、予算計上してあります。 

 また５１ページ、下から２段目の備品購入費になりますが、交通指導員用備品購入費６９万円。これは交通

指導員の任期が４年になっておりまして、それぞれ２年交代に４人ずつ替わることになっております。令和６年度は

その４人が替わる年となりますので、交通指導員の制服や備品を購入するものとなっております。 

 続きまして、５３ページになります。 

 １２委託料の一番下に、失礼しました、デジタル田園都市国家構想交付金事業委託料３，４８５万６，

０００円ございますが、この内訳といたしますと観光交流推進強化連携事業として５５０万円、タレント連携プロ

モーション委託料として２，１６０万円、恋人の聖地イベントとして５０万円、ネイチャーフォトブック作成として１

５０万円、そして移住促進ファミリー交流イベントといたしまして５７５万６，０００円を予定しております。 

 続いて、５４ページの一番上になりますが、デジタル田園都市国家構想交付金事業負担金５００万円。これ
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は恋人の聖地共同事業負担金となっております。 

 次に５５ページ中ほど。 

 １２委託料、地域おこし協力隊委託料２８８万円、これは外国の大学生、主に韓国と川場村の連携コーディ

ネーターとして委託しているもので、川場村を世界に発信していくものとなっております。 

 続いて５７ページ。 

 一番上の１８負担金補助及び交付金、新たな住民税非課税世帯給付金５００万円。これは令和６年度

になって新たに住民税の非課税世帯となった世帯５０世帯を予定して、それぞれ１０万円を交付することで、５

００万円を予算措置しております。また、定額減税調整交付金３，２３４万円。歳入のところでも申し上げまし

たが、定額減税として４万円が見込まれておりますが、納税額が４万円未満の方に、４万円になるように現金給

付するものとなっております。所得税で７２１人、住民税で１８７人を見込んでおります。 

 続きまして、大分飛んでしまいますが、６６ページまでお進みください。 

 ６６ページ、３款１項１目１報酬、成年後見センター運営協議会委員報酬６万４，０００円。これは、午

前中の条例制定のところでご説明いたしました成年後見センターが始まるということから、新たに設けられた項目とな

っております。 

 続きまして、６８ページ、一番下。 

 ２７繰出金、国民健康保険事業特別会計繰出金へ３，４３４万９，０００円を見ております。 

 また、７１ページ中ほどでは、後期高齢者医療特別会計繰出金６，５２２万１，０００円、介護保険事

業特別会計繰出金７，４０３万２，０００円を予算措置しております。 

 ７２ページ中ほどの１９扶助費。扶助費の中の一番下に福祉医療費（子供）とありますが、１，４００万

円。これは、高校３年生まで医療費を無料としております。 

 続きまして、７７ページまでお進みください。 

 ７７ページ、３款２項１９扶助費、失礼しました。扶助費の上の負担金補助及び交付金７９０万円。子育

て支援金支給額となっておりますが、これは出生時及び小中学校の入学時に、それぞれ支援金を送っております。

また、１９扶助費では、児童手当が前年度より増額となっておりますが、令和６年１２月支給分から、高卒まで、

それから高卒まで児童手当を扶助し、今まで所得制限があったものを撤廃し、そしてまた多くのお子さんがいる世帯

への増額するためのものとなっており、国の施策によるものとなっております。 

 続いて７８ページ、一番上にありますように、子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料２８３万８，０

００円。令和６年度に、子ども・子育て支援計画を策定いたします。 

 続きまして、８３ページへお進みください。８３ページ、下から２段目。 

 １４工事請負費になります。景観保全型案内版、案内看板整備工事請負費１７８万１，０００円です

が、商工会の入り口及び天神地区に設置予定でございます。 

 ８６ページになります。 

 ８６ページ、１８負担金補助及び交付金の中ほどに、出産子育て応援交付金２００万円がございます。これ
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はどういったものかといいますと、まず母子手帳を交付時に５万円、そして出産時に５万円、それぞれ交付するもの

となっております。ですので、１人お子さんが生まれると合わせて１０万円の応援交付金がもらえるというものとなっ

ております。 

 続きまして、９１ページになります。 

 ９１ページの一番下。負担金補助及び交付金、事務組合負担金として、沼田市外二箇村清掃施設組合の

負担金が３，３６１万７，０００円となっております。 

 続きまして、９６ページまでお進みください。 

 ９６ページの一番下にありますその他補助金、野菜王国ぐんま総合対策事業補助金４６１万６，０００円。

これはどういったものかといいますと、県からの補助金をそのまま事業者へ交付する補助金となりますが、内容とする

とパイプハウスを建設して、そして養液土耕システムを整備するものとなっております。 

 続いて、９９ページになります。 

 中ほど、工事請負費、小規模農村整備工事請負費１，８８８万７，０００円でございますが、４地区と

申し上げましたが、上界戸の用排水路、西溝又の用水路、別所地区の用水路、そして内手地区の農作業道、こ

の４本を小規模土地改良事業として実施いたします。 

 １０３ページまでお進みください。 

 １０３ページ。委託料でございます。その他委託料の２段目に川場村森林整備事業委託料３３０万円、森

林整備を５ヘクタール予定しております。その３つ下に、川場村竹林整備事業委託料１，３００万円。これは２

ヘクタールを予定しているものとなっております。 

 １０４ページへお進みください。 

 １０４ページ、上から７行目に、地方創生応援税制事業補助金９，０５０万円がございます。これはウッドビ

レッジへ交付する補助金となっております。それから、３目治山林道費の中の１２委託料、施設管理委託料で、

林林道橋梁点検診断業務委託料５９４万円ございますが、これは林道中にある１０の橋の点検業務、それから

トンネル１つを点検するものとなっております。 

 そして、１０５ページへお進みください。 

 商工総務費の１８負担金補助及び交付金の団体等補助金、川場村商工会補助金５００万円。この５０

０万円の中で令和６年度もプレミアム商品券の発行を行う予定となっております。 

 そして、１０９ページまでお進みください。 

 １０９ページ上から３行目。田園プラザ各施設管理委託料が２，３１０万６，０００円。観光レクリエー

ション施設管理委託料が５６７万５，０００円。その欄の一番下の観光協会業務委託料が１，２３３万

４，０００円となっております。 

 続いて、１１３ページへお進みください。１１３ページ中ほど、公有財産購入費。富士山横塚線事業（横塚

工区残地購入）６００万円となっております。これは沼田市の太助饅頭の近辺の残地を購入する費用となってお

ります。 
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 続いて、１１４ページ、下から２段目というんですかね、工事請負費、舗装補修等工事請負費が１，５９８

万７，０００円となっております。内訳といたしますと、補修工事が３８０万円、穴埋め工事が１６０万円、除

草作業が３８０万円、富士山線舗装工事が６７８万７，０００円となっております。 

 続いて１１６ページ。 

 道路橋梁費の３目橋梁費で工事請負費、橋梁補修工事費３，８２０万８，０００円ございますが、これ

は門前サガリの栄橋の補修工事となります。 

 続いて１１７ページの一番上。 

 公共下水道費、下水道事業費、下水道事業会計繰出金が１億１，７７３万９，０００円でございます。 

 それから、１２１ページへお進みください。 

 消防費、消防施設費の１８負担金、補助及び交付金、令和６年度は広域消防負担金が１億３１０万２，

０００円となっております。 

 続いて、１２５ページになります。 

 １２５ページ中ほど、１４工事請負費、川場村立小中一貫建設工事が４，０００、失礼しました。４億４，

３５２万円、小学校校舎大規模改修工事が２億２，４４０万円を見込んでおります。 

 １２６ページにいきますと、国際交流事業で、中学生海外派遣交流事業補助金を１，６０８万９，００

０円を見込んでおり、令和６年度は中学３年生２３人を予定しております。 

 １３０ページになります。 

 １３０ページ、１０需用費になりますが、需用費、消耗品の中で、教科書改訂指導書、教科書改訂教師用

教科書２６０万２，０００円、１１０万３，０００円とありますが、これは、教科書の改訂が４年に一度行

われ、令和６年度が改訂の年に当たります。 

 そして、１３７ページまでお進みください。 

 １３７ページ中ほど。報償費、教育活動支援員謝金３２４万３，０００円ですが、これは月曜遊び場、水

曜学び場、おもいっきり探検隊、未来塾、それぞれの支援員にお支払いする謝金となっております。 

 そして、また大分進んでしまいますが、１４３ページになります。 

 １４３ページ、５目埋蔵文化財調査費の中の１２委託料で、試掘調調査作業委託費１２８万７，００

０円ですが、これは、生品地区のベルジ武尊前を開発することによるもので、試掘は村で行わなければならないんで

すが、本掘っていうんですかね。本掘は事業者が行うこととなります。 

 それから１４６ページ、上から２行目になりますが、スポーツ施設管理委託料として１，４９０万２，０００

円。これは武道館、スポーツ広場の管理委託料になります。 

 そして、１５０ページまでお進みください。 

 １５０ページ、中ほど、１２公債費になります。元金償還金が３億６，４２３万円、利子償還金が３，７

３１万１，０００円、合わせて４億１，０００、失礼しました。４億１５４万１，０００円となり、前年度

と比較いたしまして３，０７２万３，０００円の増額となっております。 
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 以上で、細部説明を終わりにさせていただきます。 

○議長（小菅秋雄君） これをもって提案理由及び細部説明を終わります。 

 これから質疑を行います。本案は、歳入歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って、質疑をし

てください。 

 質疑はありませんか。８番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） 何ページということではないんですが、全体で予算を見てみますと、ＤＸ関係がかなり

多い予算だと思います。少子高齢化、人口減少、厳しい財政の中では行政サービスの向上のためには、業務効率

化を進めるためにはＤＸ不可欠なものだと思うんです。そこで、川場村としては、ＤＸを推薦するために推進するた

めにどんなビジョンを持って、またどんなスケジュール感を持って進めようとしているのか。また、デジタル田園都市構想

についての村長のお考えをお聞かせください。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 今、黒田議員の質問にお答えしますが、今、国が推奨している、特化をした事業でご

ざいまして、そういう中で国県の指導を基に進めなければならないということでありますが、なかなかまだ情報も少ない

中であったり、また村としても職員数のは限られているということでありまして、そういった中でのこの事業でありますが、

項目的にデジタル田園都市国家の交付金等もいろいろあるわけでありますが、こういった交付金等は利用できるもの

はしっかり利用して事業を行いたいということでありますが、そういう中で、やはり詳細、細部については、これからしっか

り整えなければならないということでありますので、その辺はまた詳細等についてはしっかりと、事業化のものについては、

また議員の皆さんに説明をしていきたいというところでありますが、今回、いろいろ事業的に載せていただいているもの

については、やはり国の交付金等をできるだけ利用しながら、村の財政負担を少なくして事業を行うということで、計

上させていただいた状況であります。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ８番黒田議員。 

              〔９番 黒田まり子君発言〕 

○９番（黒田まり子君） 今の現状は大体その感じなのかなという想像はつくんですけれども、大変大きな変換

期だと思うんです。だから、財政が厳しい中でも未来に向けて脱皮をしていかなきゃいけないということなんだと思うん

です。ですから、何となくこう流されるようにやっていくというよりは、しっかりとしたビジョンを持ってＤＸを推進して、デジ

タル田園都市構想というものをちゃんと掲げて計画によって、それを達成するためのスケジュール感なんかも、職員もそ

うですし、村民の中でもそうだと思うんですけれども、共有して進めていくのがいいのではないかと思います。ぜひ、いい

構想につながるように、お願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。３番宮内議員。 
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              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） 先ほどの提案説明で一般会計について伺いたいところがあるんですけれども、特別会計

への繰出しも、従前、我々がその役場にいたときは独立採算制でやっていたものが、今日、こうやって繰り出ししなけ

れば特別会計は維持できないという状況で、その支出が相当膨らんでいるという現状にあると思います。残念ながら、

村税は４億を超えることなく、また地方交付税も十二、三億という中で、この予算の組み方が非常にご苦労されて

いるんだというふうにうかがうわけですけれども、基金の取崩しがここ数年かなり高くなっておりまして、基金残額を考え

ると、そもそも基金はどういうものであるかというのを考えれば、一朝有事で何かあったときにはそれを取り崩して、村

の運営をしなければいけない、災害対策等に充てなければいけない。１月元旦にも、能登半島においてあれだけ大

きな災害があって、その地域の人たちはまさか起きるとは思っていなくても、ああやって災害が起きる。 

 川場村は災害に強い村というふうに言われてきましたけれども、それも絶対ではありませんので、そういう対応の中

で、村長が財政運営をされるに当たって基金をここまで、危機的状況だと、私は思うんですけれども、今後の各団体、

それから補助金ですか、そういうものもこれからは潤沢に出せなくなるような状況も想定されるんじゃないかと思うんで

すけれども、その辺の村長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（小菅秋雄君） 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 数字は見ていただくとおりでありますが、そういう中で、やはり川場村の１００年憲

章によってこの川場ベース、新庁舎を建設をし、また来年４月に開校予定の川場学園の開校ということで、投資的

経費がここ四、五年かかったことは事実でありまして、それは否めないところでありますが、そういう中で、国県等の補

助金等もできるだけ利用しながら、事業を行ったところでありますが、そういう中でご承知のとおり、基金が減少してい

るということは否めないところであります。 

 そういう中で、かつて町村合併をしたときに、非常に厳しい財政の折に、いろいろ団体等補助金も削減をした経緯

がありますが、そういったところを踏まえて、令和６年度、新年度になって、しっかりとそういうところを精査をして、いろ

いろな部分で削減をし、できるところはやはりしていく必要もあるかと思っておりますので、そういった議員の意見を踏ま

えて、しっかり精査をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ３番宮内議員。 

              〔３番 宮内好美君発言〕 

○３番（宮内好美君） 細かい数字については、特別審査会で聞きますけれども、これだけの施設を造って川場

村は大丈夫かいという村民、声もありますので、私も、現在、予算は組めてやっていると。ただ、先のことは、１００

年先分かりませんけれども、村民が豊かに暮らせる財源っていうのは、要するに村から上がってくる財源と交付税ぐら

いしかありませんから、それをどう使うと言っても、起債のピークが、簡単に言うと、今年度もそうですけれども、村税を

超えていますよね。だから、そういうことを考えれば、ちょっと不安になるのかなと。 

 そこで、私がちょっと疑問に思っているのは、村長、議会のことを理解していただいて、議員の特別旅費もつけてい
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ただいたようですけれども、我々議員になってやっぱり少し襟を正さなきゃいけない部分もありますので、非常にありが

たいんですけれども、ちょっと矛盾を感じるところもございましたので、その辺について伺ったわけでございます。 

 これからも引き続き努力をされて、緊縮財政に取り組んでいただければと思います。 

 以上です。 

○議長（小菅秋雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

  ないようですので質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。日程第２８、議案第２３号 令和６年度川場村一般会計予算についての件から、日程

第３３、議案第２８号 令和６年度川場村下水道事業会計予算についての件までの６件については、予算審

査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、議案第２３号から議案第２８号までの６件につい

ては、予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 引き続いて、予算審査特別委員の選任を行います。 

 お諮りします。予算審査特別委員の選任については、委員会条例第７条第２項の規定により、お手元に配付

した名簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員は、お手元に配付した名簿のとお

り、選任することに決定しました。 

 予算審査特別委員会を、委員会条例第９条第１項の規定により、本日、本会議終了後、委員会室において

開催いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎散  会 

○議長（小菅秋雄君） これで本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、３月７日から３月１２日まで休会とし、３月１３日は議事の都合上、午後２時から本会議を開催した

いと存じますが、これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（小菅秋雄君） 異議なしと認めます。したがって、３月７日から３月１２日まで休会とし、３月１３

日は午後２時から本会議を開催いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 本日はこれにて散会いたします。 

   午後２時３１分散会 

 


